
近
代
日
本
植
民
地

に
お
け
る

「憲
兵
警
察
制
度
」

に
見
る

「統
治
様
式

の
遷
移
」

1
朝

鮮

か
ら
関

東

州

・
「
満

洲

国
」

へ

松

田

利

彦
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は
じ
め

に

近
代
日
本

の
植
民
地
統
治
を
研
究
す
る
際

に
は
、

一
般
に
、
「本
国
政
府
の

　ユ

　

一
元
的
植
民
地
政
策

の
欠
如
」
が
暗
黙
の
前
提
と
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、

日
本
は
、
イ
ギ
リ
ス

・
ド
イ
ツ

・
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
植
民
省
の
よ
う
な
植
民

地
政
策
立
案

・
統
治
人
材
育
成

の
た
め
の
強
力
な
官
庁
を
中
央
政
府

に
も
た
な

か

っ
た
。
そ
し
て
、
統
治

・
領
有
形
態
を

と

っ
て
み
て
も
日
本
の
領
土

へ
の
編

入

(台
湾

・
樺
太

・
朝
鮮
)、
租
借
地

(関
東
州
)、
委
任
統
治
領

(南
洋
群
島
)、

傀
儡
国
家

(「満
洲
国
」)
と
い
う
よ
う
に
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
、

各
植
民
地
に
お
け
る
地
方
制
度

・
教
育
制
度

・
警
察
制
度

・
統
治
機
構

へ
の
現

地
民
族
の
編
入
の
度
合

い
な
ど
、

い
ず
れ
を
と

っ
て
も
類
似
点
よ
り
相
違
点
の

方
が
は
る
か
に
容
易
に
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
ふ
ま
え
て
、
日
本

植
民
地
に
対
す
る
研
究
は
、
基
本
的
に
各
地
域
別

に
分
節
さ
れ
た
か
た
ち
で
進

め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
、
こ
の
よ
う
な
従
来

の
枠
組
み
に
対
し
て
、
近
代
日
本
と
東

ア
ジ
ア
植
民
地

の
相
互
関
係
を
総
体
的

に
追
究
し
よ
う
と
す
る
い
わ
ゆ
る

「帝

　
　
　

国
史
」
研
究
が
隆
盛
し
、
新
し
い
研
究
潮
流
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
る
。
本
稿

は
、
植
民
地
朝
鮮

に
は
じ
ま
り
そ
の
後

い
く

つ
か
の
日
本
植
民
地

で
導
入
さ
れ

た

「憲
兵
敬言
察
制
度
」
を
素
材

に
植
民
地
統
治
手
法

・
意
匠
の
拡
散
と
変
容
を

考
察
す
る
こ
と
で
、
「帝
国
史
」
と
い
う
研
究
手
法
の
可
能
性
と
限
界
に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
特
に
念
頭

に
お

い
て
い
る

の
は
、
「満
洲
国
」

(以
下
、
「満
洲
」
「満

洲
国
」
の
括
弧
を
省
略
す
る
)
研
究

に
お

い
て
山
室
信

一
氏
が
提
唱
さ
れ

た

「
統
治
様
式
の
遷
移
」
と
,い
う
視
角
で
あ
る
。
氏
の
説
明
を
借
り
れ
ば
、
「統
治

様
式
の
遷
移
」
と
は

「満
洲
国
以
前

の
日
本

の
軍
政
や
植
民
地
経
営
、
権
益
の

拡
張
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
統
治
様
式
が
、
満
洲
国
統
治
に
継
受
さ
れ
る
に
あ
た
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っ
て
受
け
入
れ
る
側

の
諸
条
件
に
規
定
さ

れ
つ
つ
、
い
か
に
変
容
を
受
け
、
漸

次

い
か
に
異
な

っ
た
統
治
様
式
と
し
て
新

た
な
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た

　
ヨ
　

か
と
い
う
態
様
の
変
移
を
さ
す
」
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
概
念
が
、
植
民
地
帝
国
日
本

の
全
体
像
を
ト
ー
タ
ル
に
理
解

・

批
判
す
る
う
え
で

一
定
有
効
で
あ
り
、
山
室
氏

の
提
言
が
研
究
史
上
重
要
な
意

義
を
も

っ
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

「統
治
様
式
の
遷
移
」

の
行
跡
を
実
証
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
簡
単
で

は
な
い
。

一
見
類
似
し
た
統
治
様
式
が
複
数

の
植
民
地

に
見

い
だ
さ
れ
た
と
し

て
も
、
先
行
す
る
植
民
地
の
統
治
様
式
が
後
続
す
る
他

の
植
民
地

に

「遷
移
」

し
た
こ
と
を
論
証
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
継
受
の
過
程
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
単

　　
　

な
る
偶
然
の

一
致
の
可
能
性
は
排
せ
な

い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
仮

に

「統
治
様
式

の
遷
移
」
が
生
じ
た
場
合

に
お
い
て
も
、
先
に
引
用
し
た
山
室
論
文
に
も
論
及

さ
れ
て
い
る
如
く
、
時
代
的

・
地
域
的
制

約
に
と
も
な
う
改
編

・
変
容
も
常

に

考
慮
せ
ね
ぼ
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
「統
治
様
式

の
遷
移
」

は
い
ま
だ
多
分
に
仮
説
的
概
念
の
段
階

に
あ
る
概
念

で
あ
り
、
植
民
地
帝
国
日

本
の
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
ど
こ
ま
で
有
効
性
が
あ
る
の
か
は
さ
ら
な

る
検
討
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
憲
兵
警
察
制
度
が
複
数

の
植
民
地
で
導
入
さ
れ
た
こ
と
自
体
は
既
に

先
行
研
究

で
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
満
洲
国
に
お
け
る

「軍
警
統
合
制
度
」

　う
　

を
研
究
し
た
飯
嶋
満
氏
は
以
下

の
よ
う
な
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。

軍
隊
に
警
察
を
統
合
さ
せ
る
と
い
う
手
段
は
満
洲
国
に
限

っ
た
も
の
で

は
な
い
。

一
九

一
〇
～

一
九
年
、
朝
鮮

に
お
い
て

「憲
兵
警
察
制
度
」
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
関
東
州
に
お
い
て
も

一
九

一
七
～

一
九

一
九
年

に
駐
箚
憲
兵

に
警
察
官
を
兼
任
さ
せ
る

「警
憲
統
合
制
」
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
…
…

「統
治
様
式

の
遷
移
」
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
朝
鮮

・
関

東
州
の
前
例
は
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
…
…
前
例

か
ら
の
制
度
的
継
承
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
断
絶
が
み
ら
れ
る
の
か
、

今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

本
稿
は
直
接
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
飯
嶋
氏
の
問
題
提
起
に
触
発
さ
れ
た
も

の
で
あ
る

(た
だ
し
、
筆
者
は
満
洲
国
の
軍
警
統
合
制
度
を
朝
鮮
憲
兵
警
察
制
度
の

「遷
移
」
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
は
飯
嶋
氏
と
見
解
を
異

に
す
る
。
注

(40
)
参
照
)。

と
も
あ
れ
、
以
上
の
よ
う
な
問
点
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
植
民
地
初
期
の

朝
鮮
で
導
入
さ
れ
た
憲
兵
警
察
制
度
が
関
東
州

・
満
洲

へ
と

「遷
移
」
し
て
い

く
様
相
を
跡
づ
け
る
た
め
、
本
稿
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
を
と

っ
て
い
る
。

第

一
章
で
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
憲
兵
警
察
制
度
の
制
度
的
検
討
を
お
こ
な

っ

た
。
「遷
移
」
の
前
提

と
な
る
出
発
点
の
朝
鮮
憲
兵
敬言
察
制
度
が
正
確

に
理
解

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
後
続
各
植
民
地
で
の
類
似
の
制
度
が
ど
の
よ
う
な
変
容

を
被

っ
て
い
た
か
を
測
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第

二
章

・
第

三
章
で
は
、
「遷
移
」

の
実
例
と
し
て
、
関
東
州

に
お
け
る

「憲
兵
警
察
制
度
」
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と
満
洲
国
に
お
け
る

「在
満
大
使
館
警
務
部
」
設
置
に
よ
る
在
満
敬言
察
機
関
統

合

の
試

み
と
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
の
際
、
当
事
者

(制
度
の
導
入
者

・
反
対
者

双
方
を
含
む
)
が
朝
鮮
の
憲
兵
警
察
制
度

を
モ
デ
ル
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ

と
を
資
料
的
に
確
認
す
る
こ
と
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
歴
史
内
在
的
に

「遷
移
」

を
跡
づ
け
よ
う
と
努
め
た
。
と
同
時

に
、

こ
れ
ら
の
地
域
で
の
憲
兵
警
察
制
度

が
実
際
に
ど
の
程
度
植
民
地
朝
鮮

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
引
き
写
し
た
も
の
だ

っ
た

か
、
「遷
移
」
の
際
の
制
度
的
変
容
に
も
目
を
向
け
た
。

以
上
の
よ
う
な
考
察
は
、
憲
兵
警
察
制
度
と
い
う
特
定

の
対
象
に
議
論
を
収

斂
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
山
室
氏

の
提
唱
し
た

「統
治
様
式

の
遷
移
」
と
い

う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
仮
説
の
魅
力
を
相
当
に
損
ね
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
こ
と
は
筆
者
自
身
も
自
覚
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
実
証
研
究

が
、
「帝
国
史
」
の
射
程
と
限
界
を
考
え

る
う
え
で
は
避
け
て
通
れ
な

い
作
業

だ
ろ
う
と
も
考
え
て
い
る
。

一

一
九

一
〇
年
代
朝
鮮
に
お
け
る

「
憲
兵
警
察
制
度
」

本
章
で
は
、

一
九

一
〇
年
代
朝
鮮
に
お
け
る
憲
兵
警
察
制
度

に
つ
い
て
概
観

す
る
。
制
度
創
出

の
過
程

・
運
用
の
実
態

・
改
編
過
程
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

は
既
に
筆
者
自
身
が
い
く

つ
か
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、
行
論
に
必
要

な
限
り
で
の
制
度
的
側
面
の
検
討
に
と
ど
め
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

憲
兵
警
察
制
度
は
、
日
露
戦
争
以
降
、
朝
鮮

で
分
立
し
て
い
た
警
察
機
構
を

統
合
す
る
こ
と
で
生

み
だ
さ
れ
た
。

一
九
〇
六
年
に
韓
国
統
監
と
し
て
赴
任
し

(6

)

た
伊
藤
博
文
は
、
日
露
戦
争
期
以
来
の
韓
国
駐
箚
軍

・
韓
国
憲
兵
隊
を
中
心
と

す
る
あ
か
ら
さ
ま
な
軍
事
的
支
配
を
避
け
、
治
安
の
主
体
を
日
本
軍

・
憲
兵
か

ら
韓
国
警
察

(大
韓
帝
国
の
国
家
機
構
た
る
警
務
庁
お
よ
び
地
方
警
察
)
に
移
す

と
同
時

に
、
日
本
人
警
務
顧
問
を
活
用
し
日
本
人
官
僚

の
支
配
の
も
と
で
韓
国

警
察
を
充
実
さ
せ
る
構
想
を
示
し
た
。
し
か
し
、
伊
藤

の
治
安
構
想
は
、

一
九

〇
七
年

の
第
三
次
日
韓
協
約
締
結
以
降
の
義
兵
運
動
の
高
揚
、
お
よ
び
そ
れ
に

と
も
な
う
憲
兵
隊
の
大
規
模
な
拡
張
と
権
限

の
強
化
に
よ

っ
て
修
正
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
伊
藤
と
そ
の
継
承
者
を
自
認
し
た
第
二
代
統
監
曾
禰
荒
助

の
路
線

は
本
国

の
寺
内
正
毅
陸
相

・
元
老
山
県
有
朋
ら
に
よ

っ
て
否
定

さ
れ
、
韓
国

「併
合
」
(以
下
、
括
弧
を
省
略
す
る
)
直
前

の

一
九

一
〇
年
六
月
、
韓
国
敬言
察

を
憲
兵
隊

に
吸
収
合
併
す
る
か
た
ち
で
創
出
さ
れ
た
の
が
憲
兵
警
察
制
度

で
あ

(
7
)
る
。憲

兵
警
察
制
度
は
、
韓
国
敬言
察

(文
官
警
察
)
と
韓
国
憲
兵
隊
の
対
立

・
競

合
と
そ
の
解
消
と
い
う
歴
史
過
程
を
経

て
成
立
し
た
結
果
、
両
者
を
統
合
し
た

機
構
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
央

の
警
務
総
長
、
各
道

の
警
務
部
長
を
、

そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
駐
箚
憲
兵
隊
司
令
官

(陸
軍
将
官
)、
同
憲
兵
隊
長

(憲
兵
佐

官
)
が
兼
任
す
る
こ
と
で
、
文
官
警
察
官
に
対
す
る
指
揮
権
の
中
枢
を
憲
兵
が

掌
握
し
て
い
た

(図
1
)。

ま
た
、
本
来
軍
事
警
察
を
職
務
と
し
た
憲
兵
に
は
普
通
警
察
事
務
を
遂
行
す

る
権
限
が
与
え
ら
れ
、
文
官
警
察
官
の
配
置
さ
れ
た
警
察
署
や
巡
査
駐
在
所
と

と
も
に
、
憲
兵
分
隊

・
憲
兵
分
遣
所
等
が
警
察
官
署
と
し
て
機
能
し
た
。
そ
し
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図1朝 鮮における憲兵警察機構(概略図)

出典:朝 鮮総督 府編刊 『施政二十五年史』(1935年)33頁 の図 を補訂 した。

注!:勅 令第343号 「朝鮮憲 兵隊条例」公 布(1910年9月)直 後 の組 織 を想定 して

いる。

2:太 い実線(一)は 普通警察 の指揮 系統 を、細 い実線(一)は 軍 事警察 の指揮

系統 を表 す。 また、=は 兼任 を表 す。

 

て
、
実
際

に
は
文
官
警
察

の
管
轄
区
域

に
比
し
憲
兵
が
普
通
警
察
事
務
を
行
う

区
域
の
方
が
は
る
か
に
広
大
な
面
積
を
占

め
た

(図
2
参
照
。
な
お
、

一
九

一
八

年
末
現
在
普
通
警
察
事
務
を
扱
う
憲
兵
数
は
七
九
七
八
名
、
文
官
警
察
官
は
五
四
〇

二
名
)。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
憲
兵
を
主
体

と
し
た
警
察
機
構
が
、
義
兵
な
ど

の
抗
日
勢
力
に
対
す
る
情
報
収
集

・
討
伐

な
ど
の
治
安
維
持
業
務
に
加
え
、
犯

罪
即
決
処
分
、
衛
生
事
務
、
戸
籍
事
務
な

ど
多
方
面
に
わ
た
る
司
法

・
行
政
事

図2憲 兵 と文官警察 の管轄区域(1914年3月 現在)

出典:糟 谷憲一 「ア ジアの民族運動 と日本帝 国主義」(『講 座 日本歴史 』第9巻 、

東京大学 出版 会、1985年)126頁 。原資料 は、楠瀬 幸彦陸軍 大臣宛明 石元二 郎朝鮮

駐箚憲兵隊 司令 官 「憲兵警察配置変更 二関 スル件報告」付図(前 掲 『密大 日記』大

正3年 一1、所収)と 思 われる。

務
を
担

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
憲
兵
敬言
察
制
度
は
、

一
九

一
九
年
の
三

・
一
独
立

運
動
の
衝
撃
を
受
け
て
お
こ
な
わ
れ
た

一
連

の
制
度
改
革

の
な
か
で
普
通
警
察

　　

　

 制
度
に
改
編
さ
れ
、
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
る
。

と
も
あ
れ
、
憲
兵
警
察
制
度
は
、
機
構
内
で
の
組
織
原
則
の
面
で
も
朝
鮮
民

族
に
対
す
る
支
配

の
面
で
も
憲
兵
が
主
軸
を
な
す
、
き
わ
め
て
軍
事
色

の
強

い

も
の
だ

っ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
憲
兵
敬言
察
制
度
は

「
か
や
う
に
強
力
な
る
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表1朝 鮮憲兵隊職員 の文 官警察 官への任用比 率(1911～18年)

1911年5月

朝鮮駐箚憲兵隊職員 警察官として任用された者 任用 比率

((b)x100/(a))官職 人数(a) 官職 人数(b)

将校
陸軍将官(憲兵隊司令官) 1 警務総長 1 100.0

憲兵佐官(憲兵隊長等) 14 警務 部長 ・警視 14 100.0

憲兵尉官(憲兵分隊長等) 101 警視 101 100.0

准士官 憲兵特務曹長 zo 整部 20 100.0

下士
憲兵曹長 14 警部 11 78.6

憲兵軍曹 125 攣部 62 49.6

憲兵伍長 337 警部 28 8.3

計16121計1237138.7

1912年5月

朝鮮駐箚憲兵隊職員 警察官として任用された者
任用 比率

((b)x100/(a))官職 人数(a) 官職 人数(b)

将校
陸軍将官(憲兵隊司令官) 1 警務総長 1 100.0

憲兵佐官(憲兵隊長等) 15 警務 部 長 ・警 視 15 100.0

憲兵尉官(憲兵分隊長等) 97 鼕視 95 97.9

准士官 憲兵特務曹長 zo 弊部 20 100.0

下士
憲兵曹長 38 攣部 36 94.7

憲兵軍曹 111 警部 61 55.0

憲兵伍長 284 鼕部 42 14.8

計15661計1270147.7

1914年5月

朝鮮駐箚憲兵隊職員 警察官として任用された者
任 用比 率

((b)x100/(a))官職 人数(a) 官職 人 数(b)

将校
陸軍将官(憲兵隊司令官) 1 孳務総長 1 100.0

憲兵佐官(憲兵隊長等) 15 弊 務部 長 ・警視 15 100.0

憲兵尉官(憲兵分隊長等) 96 警視 92 95.8

准士官 憲兵特務曹長 20 摯部 20 100.0

下士
憲兵曹長 53 警部 53 100.0

憲兵軍曹 251 警部 229 91.2

憲兵伍長 448 警部 217 48.4

計18841計1627170.9

1916年5月

朝鮮駐箚憲兵隊職員 警察官として任用された者
任用 比率

((b)x100/(a))官職 人 数(a) 官職 人数(b)

将校
陸軍将官(憲兵隊司令官) 1 孳務総長 1 100.0

憲兵佐官(憲兵隊長等) 15 弊務 部長 ・警視 15 100.0

憲兵尉官(憲兵分隊長等) 96 警視 95 99.0

准士官 憲兵特務曹長 zo 警部 zo 100.0

下士
憲兵曹長 52 鼕部 52 100.0

憲兵軍曹 250 警部 234 93.6

憲兵伍長 446 警部 337 75.6

計18801計1754185.7

1918年5月

朝鮮駐箚憲兵隊職員 警察官として任用された者
任用 比率

((b)x100/(a))官職 人数(a) 官職 人数(b)

将校
陸軍将官(憲兵隊司令官) 1 警務総長 1 100.0

憲兵佐官(憲兵隊長等) 15 警務 部長 ・警視 15 100.0

憲兵尉官(憲兵分隊長等) 97 警視 96 99.0

准士官 憲兵特務曹長 20 警部 20 100.0

下士
憲兵曹長 52 警部 45 86.5

憲兵軍曹 249 警部 z2s 91.6

憲兵伍長 445 鼕部 296 66.5

計18791計1701179.7

出典:内 閣印刷 局編 『職員録』 よ り算 出。

注1:『 職員録 』の 「陸軍 一朝鮮駐箚憲兵隊」 に記載 され ている職 員全員 につ いて、 『職員録』の 「朝鮮総督府 一警

務総監部 、各 道警務部」の職員 と氏名 を照合 して、憲兵の うち文官警 察官 に任用 され た者 の比 率を割 り出 した。

注2:上 記 の憲兵職員数が 『朝鮮総督府統計 年報』『陸軍省 統計年報』 と必 ず しも一致 しない理 由は不明。
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警
察
制
度
は
全
世
界

に
例
の
な
い
と
こ
ろ
」
と
評
さ
れ
、
ま
た
現
役
軍
人
が
現

役
の
ま
ま
部
外
の
文
官
職
に
は
進
出
し
な

い
と
い
う
当
時

の
原
則
か
ら
の
例
外

(
10
)

で
も
あ

っ
た
。
憲
兵
警
察
制
度
が
総
督
武
官
専
任
制
と
と
も
に
、

一
九

一
〇
年

代
の
い
わ
ゆ
る

「武
断
政
治
」
を
支
え
る
二
本
柱

の

一
つ
と
い
わ
れ
て
き
た
の

も
こ
の
よ
う
な
理
由

に
よ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
制
度
的

・
法
的
側
面

か
ら
の
考
察
は
十
分

に
行
わ
れ
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
、
朝
鮮
憲
兵
隊
の
な
か
で
ど

の
程
度

の
割
合
の
憲
兵
が
普
通
警
察

業
務
に
従
事
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
矛
盾
す
る

二
つ
の
説
明
が
今
日
ま
で
併
存
し
て
い
る

こ
と
に
、
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

一
つ
の
見
解
は
単
純
に
朝
鮮
憲
兵
隊
所
属

の
憲
兵
は
全
員
、
普
通
警
察
業
務

に

携
わ

っ
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
行
研
究

の
多
く
は
こ
の
よ
う
な
解
釈

を
暗
黙
の
前
提

と
し
て
議
論
し
て
い
る
。

も
う

一
つ
の
見
解
は
、
「警
察
署
が

な
い
地
域
で
は
憲
兵
分
隊
や
分
遣
所
が
警
察
業
務
を
代
わ
り
に
遂
行
し
た
。
し

た
が

っ
て
憲
兵
将
校
や
下
士
官
は
必
要
に
応
じ
て
警
視
や
警
部
職
を
兼
任
し

(
11
)
た
」
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
見
解

に
立

つ
と
、
コ

九

一
〇
年
代

の
場
合

韓
国
憲
兵
隊
員
全
員
で
な
い

一
部
分
だ
け
が
自
動
的

に
普
通
警
察
官
を
兼
任
」

(12
)

し
た

(傍
点
-
引
用
者
)
こ
と
に
な
り
、
第

一
の
見
解

と
は
明
ら
か
に
両
立
し

が
た
い
。

結
論
か
ら
い
う
と
、
右

の
二
つ
の
解
釈
は
実
は
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
少

な
く
と
も
初
期
の

一
時
期
は
、
第

一
の
議

論
の
よ
う
に
、
朝
鮮
憲
兵
隊
職
員
全

員
が
普
通
警
察
業
務
に
従
事
し
て
い
た
の
で
は
な

い
し
、
第
二
の
見
解
に
関
し

て
は
、
「憲
兵

の
文
官
警
察
官
職

(警
視

・
警
部
な
ど
)

へ
の
任
用
」
と

「憲
兵

の
普
通
警
察
業
務
従
事
」
が

一
体
化
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
両
者
を
規
定

す
る
法
令
は
別
個
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
法
令
の
意
図
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
。以

上
の
よ
う
な
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
憲
兵
警
察
制
度
下
に
お
け
る

「憲
兵

の
文
官
警
察
官
職

へ
の
任
用
」
と

「憲
兵
の
普
通
警
察
業
務
従
事
」
と
を
い
っ

た
ん
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
依
拠
法
令
に
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
運
用
実
態
を
検

討
し
た
い
。

ま
ず
、
第

一
の

「憲
兵
の
文
官
敬言
察
官
職

へ
の
任
用
」
に

つ
い
て
み
る
と
、

こ
れ
ま
で
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
だ
が
、
特

に

一
九

一
〇
年
代

初
期
は
全
体
と
し
て
任
用
さ
れ
な
か

っ
た
者
の
方
が
多
数
派
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
内
閣
印
刷
局
編
刊

『職
員
録
』
各
年
版

の
分
析
に
よ

っ
て
明
ら
か
に

で
き
る
。
『職
員
録
』

の

「陸
軍
省
」
ー

「朝
鮮
駐
箚
憲
兵
隊
司
令
部
」
の
項

に
記
載
さ
れ
た
下
士
以
上

の
朝
鮮
憲
兵
隊
職
員

の
氏
名
と
、
「朝
鮮
総
督
府
」

1

「警
察
官
署
」

の
項
に
記
載
さ
れ
た
文
官
警
察
官
職

(警
部
以
上
)
に
任
用

さ
れ
た
憲
兵
の
氏
名
と
を
照
合
す
れ
ば
、
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
所
属
職
員

の
う

ち
誰
が
朝
鮮
総
督
府
の
文
官
警
察
官
職
に
任
用
さ
れ
た
か
を
調
べ
ら
れ
る
か
ら

(13
)

で
あ
る
。
「武
断
政
治
」
期
を
通
し
て
、
こ
れ
を
調
査
し
た
の
が
表
1
で
あ
る
。

表
1
を

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
憲
兵
の
階
級
と
警
視

・
警
部
な
ど
の

敬言
察
官
職

へ
の
任
用
と
の
間
に
は
相
関
関
係
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
年
度
を
問

わ
ず
、
階
級
が
上
位
の
将
校

・
准
士
官
ク
ラ
ス
は
ほ
ぼ
百
%
警
察
官
と
し
て
任
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用
さ
れ
て
い
た
が
、
下
士

の
場
合
は
そ
う
で
な
く
、
お
お
む
ね
憲
兵
曹
長

・
軍

曹

・
伍
長
と
階
級
が
下
が
る
に
つ
れ
警
部

へ
の
任
用
率
は
下
が

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
任
用
率
の
違

い
に
は
、
憲

兵
の
文
官
警
察
官

へ
の
任
用
シ
ス
テ

ム
を
規
定
し
た
法
令
が
関
わ

っ
て
い
る
。
憲
兵
敬言
察
制
度
を
成
立
さ
せ
た

一
九

一
〇
年
六
月
の
二

つ
の
勅
令
、
す
な
わ
ち
、
①
勅
令
第

二
九
六
号

「統
監
府
警

察
官
署
官
制
」
と
②
勅
令
第
三
〇
二
号

「統
監
府
警
務
総
長
、
警
務
部
長
、
警

視
、
警
部
ノ
任
用
及
分
限

二
関

ス
ル
件
」
が
そ
れ
に
当
た
る

(両
勅
令
は
韓
国

併
合
後
の
九
月
、
そ
れ
ぞ
れ
勅
令
第
三
五
八
号
、
勅
令
第
四
〇
二
号
に
よ
り
、
「韓

国
」
↓

「朝
鮮
」
お
よ
び

「統
監
」
↓

「朝
鮮
総
督
」
な
ど
の
字
句
の
修
正
が
行
わ

れ
て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
場
合
は
改
正
後
の
条
文
に
よ
っ
て
い
る
)。
そ
れ
ぞ

れ
の
関
連
箇
所
は
、
①
で
は
、
第
六
条

「警
務
総
長

ハ
朝
鮮
駐
箚
憲
兵
ノ
長
タ

ル
陸
軍
将
官
ヲ
以
テ
之

二
充

ツ
…
…
」、
第
八
条

「警
務
部
長

ハ
各
道
憲
兵
隊

ノ
長
タ
ル
憲
兵
佐
官
ヲ
以
テ
之

二
充
ツ
…
…
」
と
な

っ
て
い
る
の
に
対
七
て
、

②

で
は
、
第
三
条

「朝
鮮

二
在
勤
ス
ル
憲
兵
ノ
長
タ
ル
将
官
、
憲
兵
将
校

ハ
朝

鮮
総
督
府
警
務
総
長
、
敬言
務
部
長
又

ハ
警
視

二
、
憲
兵
准
士
官
下
士

ハ
朝
鮮
総

督
府
警
部

二
特

二
之
ヲ
任
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
警
察
機
構

の
最
高
指
揮
官
た
る
警
務
総
長
お
よ
び
各
道
の
最
高
責

任
者
た
る
警
務
部
長
の
場
合
は
、
①
の
第
六
条
、
第

八
条
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
陸
軍
将
官

(凵
憲
兵
隊
司
令
官
)、
憲
兵

佐
官

(11
憲
兵
隊
長
)
が
必
ず
当

て

ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
ら
よ
り
も
下
級

の
憲
兵
将
校

・
准
士
官

・
下
士

の
場

合

は
、
②

の
第
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
憲
兵
は

「警
視
…
…
警
部

二
:
:
-
任
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
り
、
警
視

・
警
部
に
任
用
さ
れ
る
場
合
も

そ
う
で
な

い
場
合
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
警
務
総
監
部
警
務
課
警
務
係

警
視

(
一
九

=

～

一
四
年
頃
)
を

つ
と
め
内
部
事
情

に
詳
し
か

っ
た
対
馬
郁

(14
)

之
進

は

、

以

下

の
よ

う

に
述

べ

て

い

る

。

此
特
別
任
用
令

[前
述
の
勅
令
第
三
〇
二
号

(②
)
を
指
す
]
の
適
用

と
し
て
憲
兵
の
長
た
る
陸
軍
将
官
憲
兵
将
校
は
警
務
総
長
警
務
部
長
又
は

警
視
に
、
憲
兵
准
士
官
は
警
部
に
全
部
之
を
任
用
す
る
も
、
憲
兵
下
士
は

警
察
事
務

に
従
事
せ
し
む
る
必
要
あ
る
者
よ
り
之
を
警
部
に
任
用
し
た
の

で
あ
る
。
詳
言
せ
ば
憲
兵
下
士
中
、
憲
兵
分
遣
所
長
及
憲
兵
派
遣
所
長
は

必
ず
警
部
に
任
用
す
る
も
、
其
他

の
者
は

一
部
之
を
敬言
部

に
任
用
せ
ざ
る

例
で
あ
る

[傍
点
-
引
用
者
]
。

そ
れ
で
は
、
憲
兵
の
な
か
で
文
官
警
察
官
に
任
用
す
る
者
と
し
な

い
者
を
振

り
わ
け
る
基
準

は
何
だ

っ
た
の
か
。
再
度
対
馬
の
言
葉
を
引
用
す
れ
ば
、
「警

察
事
務

に
従
事

せ
し
む
る
必
要
」
と
は
、
「憲
兵
本
位
の
警
察
組
織
上
、
上
級

の
警
務
総
監
部
及
中
級

の
各
道
敬言
務
部
の
首
脳
者
及
幹
部
に
憲
兵
隊
司
令
部
及

マ

マ

各
道
憲
兵
隊
本
部
の
憲
兵
将
校
准
士
官
下
士
を
警
察

[警
視
]
又
は
警
部

に
任

用
し
て
配
置
し
、
文
官
警
察
官
の
上
官

の
地
位

に
就
か
し
む
る
」
こ
と
だ
と
説

明
し
て
い
る
。
ま
た
、
末
端
機
関

(憲
兵
分
隊

・
憲
兵
分
遣
所
等
)
に
勤
務
す
る

憲
兵
に

つ
い
て
は
、
「臨
時
諸
般

の
執
行
警
察
事
務
例

へ
ば
警
衛
警
備
警
戒
及
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討
伐
等
憲
兵
が
警
察
官
と
協
同
し
て
之
に
従
事
す
る
場
合
」
に
、
憲
兵
と
文
官

警
察
官
相
互
に
指
揮
監
督
が
で
き
る
よ
う

「憲
兵
将
校
准
士
官
下
士
が
敬言
視
又

は
敬言
部
に
任
用
さ
れ
」
た
、
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
憲
兵
を
警
察
官
職
に
任
用
す
る
根
本
的
な
理
由
は
、
本
来
指
揮

系
統
の
異
な
る
憲
兵
が
文
官
敬言
察
官
を
指
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ

っ

た
。
憲
兵
警
察
制
度
の
制
度
的
特
徴
の

一
つ
は
憲
兵

に
よ
る
文
官
警
察
官

へ
の

指
揮
権
の
掌
握

に
あ

っ
た
が
、
そ
の
実
効

性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
が

「憲

兵

の
文
官
警
察
職

へ
の
任
用
」
だ

っ
た
と

い
え
る
。

さ
て
、
憲
兵
の
文
官
警
察
官
職
任
用
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
第
二

の
問
い
、
す
な
わ
ち

「憲
兵

の
普
通
警
察

業
務

へ
の
従
事
」
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
も
再
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
警
察
官

へ
の
任
用
が

先
述

の

一
部
の
研
究
で
示
さ
れ
て
き
た
理
解

の
よ
う

に
普
通
警
察
業
務
を
行
わ

せ
る
た
め
の
措
置
で
は
な
か

っ
た
以
上
、

こ
の
問
題
は
別
個
に
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
警
視

・
警

部
等
の
文
官
警
察
官
職

に
任
用
さ
れ

た
者
は
普
通
警
察
業
務
を
執
行
し
え
た
が
、
そ
う
で
な
い
者
も
普
通
警
察
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
定
め
た
別
の
法
令
が
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

1917年 1918年

150 147

111 112

74.0% 76.2%

25 25

zo 23

80.0% 92.0%

810 811

750 758

92.6% 93.5%

2,511 2,482

2,514 2,484

100.1 100.1

4,668 4,601

4,737 4,601

101.5% 100.0%

8,164 8,066

8,132 7,978

99.6% 98.9%

1913年 の兵

『朝鮮総督

て い る 。 た

③
勅
令
第
三
四
三
号

「朝
鮮
駐
箚
憲
兵
条
例
」
(
一
九

一
〇
年
九
月
)
の
第
三
条

に
は

「憲
兵
将
校
准
士
官
下
士
上
等
兵

ニ
ハ
朝
鮮
総
督
ノ
定
ム
ル
処

二
依
リ
在

職
ノ
壗
警
察
官

ノ
職
務
ヲ
執
行
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
も
、
「執
行

セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
る
こ
と
に
注
意

す
る
な
ら
ば
、
普
通
警
察
業
務
を
執
行
し
た
者
と
そ
う
で
な
い
者
が
い
た
可
能

性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
兵
隊
職
員
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
の
者
が
普

通
警
察
業
務

に
従
事
し
て
い
た
か
は
、
陸
軍
省
系
統

の
資
料
と
朝
鮮
総
督
府
系

統
の
資
料
を
突
き
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
ほ
ぼ
明
ら
か
に
し
う
る
。
表
2
は
、

『陸
軍
省
統
計
年
報
』
中
記
載
の
朝
鮮
憲
兵
隊
職
員
数

(
a
)
と

『朝
鮮
総
督

(15

)

府
統
計
年
報
』
記
載
の

「警
察
署
ノ
職
務

ヲ
扱

フ
憲
兵
分
隊
及
憲
兵
」

(b
)

を
対
照
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

表
か
ら
は
、

一
九

一
〇
年
末
時
点
で
は
憲
兵
職
員

の
約
四
分
の

一

(二
六

・

六
%
)
の
み
が
普
通
敬言
察
業
務
を
執
行
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
ほ
ぼ
全
員
が
普

(
16
)

通
敬言
察
業
務
を
行
う
体
制

へ
変
化
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
、
従
来
の
研

究

で
は
、
こ
の
よ
う
な

一
九

一
〇
年
の
数
字
と
そ
れ
以
降
の
数
字

に
大
き
な
差

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
朝
鮮
憲
兵
隊

の
大
増
強
と
捉
え
た
り
単
な
る
統
計

の

誤
り
と
見
な
し
た
り
し
て
き
た
が
、

い
ず
れ
の
説
明
も
他
の
資
料
と
照
合
さ
せ

　
レ
　

る
と
成
立
し
が
た
い
。

も

っ
と
も
、

一
九

一
〇
年
末
時
点
で
は
朝
鮮
憲
兵
隊
員
の
二
六

・
六
%
の
み

が
普
通
敬言
察
業
務
に
従
事
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
年
以
降
ほ
ぼ
全
員

が
従
事
す
る
よ
う
に
な

っ
た
理
由
を
明
示
的
に
示
す
資
料
は
、
残
念
な
が
ら
見
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近代日本植民地における 「憲兵警察制度」に見る 「統治様式の遷移」

表2普 通警察業務 に従事 す る憲兵 の比率(1910～1918年)

1910年 1911年 1912年 1913年 1914年 1915年 1916年

将校

(a) 141 135 141 151 152 151 151

(b) 77 78 78 112 112 112 112

比率 54.6% 57.8% 55.3% 74.2% 73.7% 74.2% 74.2%

准士官

(a) 24 24 24 23 24 25 25

(b) 2 18 18 20 20 20 20

比率 8.3ｰ/a 75.0% 75.0% 87.0% 83.3% 80.0% 80.0%

下士

(a) 805 812 812 811 812 811 811

(b) 186 675 675 753 753 753 751

比率 23.1 83.1 83.1ｰ/a 92.8% 92.7% 92.8% 92.6%

兵卒

(a) 2,390 2,527 2,417 2,513

(b) 742 2,525 2,525 2,470 2,460 2,417 2,501

比率 31.0% 97.7% 100.0% 99.5%

憲兵補助員

(a) 4,222 4,490 4,627 4,667

(b) 1,012 4,453 4,473 4,603 4,626 4,627 4,657

比率 24.0% 102.5% 100.0% 99.8%

(a)合 計 7,582 7,482 7,754 8,002 7,086 8,031 8,167

(b)合 計 2,019 7,749 7,769 7,958 7,971 7,929 8,041

比率 26.6% 103.6% 100.2% 99.5% 112.5% 98.7% 98.5%

出典:(a)『 陸軍省統 計年報』 に掲 載 され てい る人員 で経理部 ・衛生部 ・獣 医部 の将校 相 当官 及び下士 を含む。 なお、

卒 ・憲 兵補助員(a)の 人 数について は全 国憲友会連合会編 『日本 憲兵正史 』(研 文 書院、1976年)に よって補 った。(b)

府統計 年報』 に掲載 されている 「普通 警察業務 に従事 する憲兵」 の人員。

注1:「 比率 」欄 は、憲兵の人員中、普通警察 の業務 を行 っていた者 の比 率((b)x100/(a))を 示 してい る。

2:『 陸軍省 統計年報』1911～14年 版で は兵卒 と憲、兵 補助員の 区分 が統計 上 なされ ていないた め、表 で は空欄 になっ

だ し、1913年 の兵卒 ・憲、兵補助員(a)の 人 数 につ いて は、 出典欄 に記 した とお り他 の資料 によって補 っている。

あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く

一
九

二

年

一
〇
月
に
憲
兵
警
察

の

「分

散
配
置
」
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
の
前
後
に
憲
兵
警
察
の
職
掌
範

囲
を
形
づ
く
る
様
々
な
法
令
も
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た
こ
と
が
関
わ

っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
義
兵
の

鎮
圧
が
ほ
ぼ
終
結
し
憲
兵
の
役
割
が

一
般
民
衆

の
日
常
支
配
に
シ
フ
ト
し
た
こ

と
に
と
も
な
う
も
の
だ

っ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
憲
兵
の
普
通
警
察
業
務

へ
の
全

(
18
)

面
投
入
と
も
関
わ

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
憲
兵
敬言
察
制
度
の
根
幹

で
あ
る

「憲
兵

の
文
官
警
察
官
職

へ
の
任

用
」
と

「憲
兵
の
普
通
警
察
業
務

へ
の
従
事
」

の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
た
。
両
者
は
従
来
区
分
さ
れ
ず

に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個

の
法
令
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
も
異
な
る
。
ま
ず
、

「憲
兵
の
文
官
警
察
官
職

へ
の
任
用
」
は
、
勅
令
第

二
九
六
号

「統
監
府
警
察

官
署
官
制
」
と
勅
令
第
三
〇
二
号

「統
監
府
警
務
総
長
、
敬言
務
部
長
、
警
視
、

散言
部
ノ
任
用
及
分
限

二
関

ス
ル
件
」
(及
び
こ
れ
ら
の
法
令
の
改
正
法
令
)
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
眼
目
は
警
察
機
構
内
部
で
憲
兵
が
文
官

敬言
察
官
を
指
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
任
用
は
基

本
的
に
指
揮
系
統
に
関
わ
る

一
部
の
上
級
の
憲
兵

に
限
ら
れ
、
全
員
が
任
用
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。

次
に
、
「憲
兵
の
普
通
警
察
業
務
執
行
」
は
、
勅
令
第
三
四
三
号

「
朝
鮮
駐

箚
憲
兵
条
例
」
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
運
用
は
、

一
九

一

〇
年
か
ら
翌
年

に
か
け
大
き
く
変
わ
り
、
普
通
警
察
業
務
を
執
行
す
る
憲
兵

の
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割
合
は
当
初
の
四
分
の

一
か
ら
ほ
ぼ

一
〇
〇
%

へ
と
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
、
同

時
期

の
分
散
配
置
の
採
用
や
諸
法
令
の
整

備
に
対
応
し
て
、
憲
兵
を
広
く
普
通

警
察
業
務
に
当
た
ら
せ
る
運
用
体
制
に
き
り
か
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
推
測

さ
れ
る
。二

憲
兵
警
察
制
度

の

「遷
移

」

(
一
)
1

関
東
州

に
お
け
る

「憲

兵
警
察
制
度
」
(
一
九

一
七
年
七
月
～

一
九
年
四
月
)

植
民
地
朝
鮮

に
お
い
て
最
初

に
導
入
さ
れ
約

一
〇
年
間
施
行
さ
れ
た
憲
兵
警

察
制
度

は
、
朝
鮮
以
外
に
、
植
民
地
帝
国
日
本
の
歴
史
上
二
度
現
れ
た
。
後
代

に
現
れ
た

「憲
兵
警
察
制
度
」
類
似
の
制

度
は

い
ず
れ
も
朝
鮮
に
お
け
る
そ
れ

と
は
完
全
に
同
じ
も
の
と
は
い
え
な

い
が
、
本
稿
で
は
、
制
度
設
計
の
当
事
者

が
、
朝
鮮
の
憲
兵
警
察
制
度
を
先
例
と
し

て
意
識
し
て
創
設
し
た
シ
ス
テ
ム
を

考
察
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
以
下
、
具
体
的
な
制
度
設
計
者
と
そ
の
意
図
、

原
型
た
る
朝
鮮

の
憲
兵
警
察
制
度
と
の
異
同
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い

。ま
ず
、

一
つ
目
の
事
例
は
、

一
九

一
七
年
七
月
、
関
東
州
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た

「憲
兵
警
察
制
度
」
で
あ
る

(勅
令
第
八
二
号

「関
東
都
督
府
官
制
中
改
正

ノ
件
」
等
に
よ
る
)。
こ
の
制
度
は
、
関
東
憲
兵
隊
長
に
関
東
都
督
府
警
務
総
長

を
兼
任
さ
せ
、
憲
兵
の
長

に
文
官
警
察
官
た
る
都
督
府
警
察
官

へ
の
指
揮
権
を

付
与
し
た
も
の
だ

っ
た

(図
3
)。
こ
の
制

度
は
、

一
九

一
九
年

四
月
、
植
民

地
が
陸
軍
の
牙
城
と
な

っ
て
い
る
状
況
を
改
め
よ
う
と
す
る
原
敬
政
友
会
内
閣

の
手
に
よ

っ
て
廃
止
さ
れ
、

一
年
余
り
の
短
命
に
お
わ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
関
東
州
に
お
け
る
憲
兵
警
察
制
度
が
朝
鮮

の
そ
れ
を
意
識
し
て
作
ら
れ

た
こ
と
は
明
ら
か
だ

っ
た
。
関
東
州

へ
の
同
制
度

の
導
入
は
、
前
朝
鮮
総
督

に

し
て
当
時
首
相
を

つ
と
め
て
い
た
寺
内
正
毅
首
相
を
中
心
と
す
る

「満
韓

一
体

化
」
構
想
の

一
環
に
も
と
つ
く
も
の
だ

っ
た
。

一
九

一
〇
年
代
初
め
か
ら
陸
軍
の
な
か
に
は
、
辛
亥
革
命

(
一
九

=

年
)

を
契
機
に
満
洲
情
勢
と
朝
鮮
問
題
が
密
接
な
関
連
を
持

っ
て
い
る
と
の
認
識
が

強
ま

っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
満
洲
と
朝
鮮
の
経
営
機
関
を
統

一
せ
よ
と

い
う
議

(19
)

論
が
根
強
く
存
在
し
た
。
寺
内
自
身
も
、

一
九

一
四
年
頃

の
覚
え
書
き
で
、

「朝
鮮
ヲ
併
合

シ
テ
我
領
図

二
入
シ
已
来
満
州
ノ
経
営
ヲ
必
要
ト
為

ス
コ
ト

一

層
緊
急
タ
ル
事
」
「
満
州
ノ
経
営

ハ
有
力

ニ
シ
テ
相
当
ノ
権
力
ア
ル
中
心
機
関

(20
)

ヲ
必
要
」
と
す
る
と
記
し
て
い
る
。

満
洲
と
朝
鮮
を
統

一
機
関

に
よ
り
経
営
す
る
と
い
う
寺
内

・
陸
軍
の
構
想
は
、

外
務
省
や
政
友
会
系
内
閣
の
反
対
も
あ
り
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

一
九

一
六
年
寺
内
が
首
相

に
な
る
と
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社

へ
の
朝
鮮
鉄
道

の
経
営
委
託

(
一
九

一
七
年
七
月
)
な
ど
そ

の

一
部
は
実
行

に
移

さ
れ
た
。
関

東
州
に
お
い
て
朝
鮮
同
様

の
文
官
警
察
と
憲
兵
を
統
合
し
た
制
度
を
施
行
し
た

こ
と
も
、
「満
韓

一
体
化
政
策
」
の

一
環
だ

っ
た
こ
と
は
、
当
時
寺
内
が
発
表

し
た
談
話
の
な
か
で
、
「満
鮮
の
彊
土
は
著
し
く
相
近
接
し
…
…
利
害

の
関
係

一
層
深
甚
な
る
」
た
め

「鮮
満
の
内
政
統

一
」
を
は
か
っ
た
施
策
と
し
て
憲
兵

(
21
)

警
察
制
度

の
採
用
を
あ
げ

て
い
る
こ
と
に
う
か
が
え
る
。
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さ
ら
に
、
当
時

の
関
東
州
に
は
憲
兵
警

察
制
度
の
導
入
を
う
な
が
す
状
況
も

存
在
し
て
い
た
。
南
満
洲
で
は
、
日
露
戦

後
以
来
、
関
東
都
督
府
と
南
満
洲
鉄

道
株
式
会
社
、
日
本
領
事
館
が
鼎
立
す
る

い
わ
ゆ
る

「三
頭
政
治
」
が
問
題
化

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
分
立
し
た
経
営
機
関

の
も
と
で
警
察
機
関
も
関
東
都
督
府

警
察
と
外
務
省
警
察

に
二
分
さ
れ
、
さ
ら

に
軍
事
警
察
と
し
て
関
東
憲
兵
隊
が

(
22
)

お
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
立
と
競
合
を
繰

り
か
え
し
て
い
た
。
寺
内
は

「
[南

マ
マ

満
洲
の
]
経
営
機
関
の
鮮
満

一
体
化
を
以
て
経
営
機
関
統

一
問
題
を
解
決
し
よ

図3関 東州における憲兵警察機構(概略図)

韆
(関東都督)

各民政署
(民政署長)

 

靆
警務部
斈務総{

関東憲兵隊
(憲兵隊長)

署警務課
政署警務課長

兵隊長)=陸 軍将官[兼 任]=(警 務 総長)(民

i
民政

(民

i

i
i

口
警

務
署
支
署

警
務

署

民
政
署
支
署
出
張
所

憲
兵

分
遣
所

憲
兵

分
隊

出典:大 蔵省 印刷 局編 『職員録』1918年 版等 より作成。

注1:勅 令第82号 「関東都督府改正 中改正」公布(1917年7月)直 後 の組 織 を

想定 している。

2:太 い実線(一)は 普通警察の指揮系統 を、細 い実線(一)は 軍事 警察の

指揮系統 を表 す。 また、=は 兼任 を表す。

(23
)

う
と
し
」
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
在
関
東
州
警
察
機
関
の
統

一
も
朝
鮮
で
施

行
さ
れ
て
い
た
憲
兵
警
察
制
度
を
導
入
す
る
と
い
う
手
法
に
基
づ
い
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
「行
政
機
関
を
統

一
す
る
と
同
時
に
警
察
制
度
の
統

一
を
期
待
す

(24
)

る
事
は
自
然

の
要
求
也
」
と
し
て
、
関
東
憲
兵
が
都
督
府
警
察
官
を
兼
任
す
る

と
と
も
に
外
務
省
警
察
官
も
兼
任
す
る
こ
と
で
、
分
立
状
態
を
解
消
し
よ
う
と

(25

)

し
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
関
東
州
に
お
い
て
文
官
警
察
と
憲
兵

の
併
存
関
係

が
あ
り
そ
の
解
消
が
問
題
化
し
て
い
た
点
、
そ
し
て
憲
兵
に
指
揮
権
を
付
与
す

る
こ
と
で
複
数

の
警
察
機
関
を
統
合
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
大
韓
帝
国
末
期

朝
鮮

に
お
い
て
文
官
警
察

(韓
国
警
察
)
と
憲
兵

(韓
国
憲
兵
隊
)
を
統
合
し
て

憲
兵
警
察
制
度
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
と
似
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
実
際
、

こ
の
と
き
の
関
東
州

へ
の
憲
兵
警
察
制
度
施
行

に
際
し
て
、
中
華
民
国
外
交
部

は
、
「日
本

は
朝
鮮
を
合
併
す
る
以
前
嘗
て
警
察
を
改
め
憲
兵
制
度

と
為
し
、

現
在
満
洲
に
於

い
て
憲
兵
制
を
施
行
し
た
が
、
其
の
意
図
は
問
う
ま
で
も
な
く

知
ら
れ
る
」
(「
日
本
於
未
合
併
朝
鮮
以
前
曽
改
行
警
察
而
為
憲
兵
制
度
現
在
於
満
洲

(26

)

施
行
憲
兵
制
其
用
意
不
問
可
知
」)
と
の
懸
念
を
抱

い
た
。
ま
た
、
現
地

の
中
国

人
の

一
部

に
は
、
「曩

二
日
韓
併
合
当
時
日
本

ハ
朝
鮮

二
憲
兵
ヲ
配
置
シ
而
シ

テ
後
其
併
合
ヲ
見
タ
レ
バ
満
洲
モ
亦
近
キ
将
来

二
於
テ
ハ
日
本
ノ
領
有

二
皈
」

す
の
で
は
な
い
か
と
の
声
が
見
ら
れ
る
と
の
報
告
が
現
地
日
本
領
事
館
か
ら
も

(27
)

な
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮

に
お
け
る
憲
兵
警
察
制
度
施
行
が
二
ヶ
月
後

の
韓
国

「併
合
」
の
前
触
れ
で
あ

っ
た
ご
と
く
、
関
東
州

に
お
け
る
同
制
度
の
施
行
も
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表3関 東憲兵隊員の文官警察官への任用比率(1918年)

1918年5月

関東憲兵隊職員 警察官として任用された者 任用比率
官職 人 数(a) 官職 人数(b) ((b)x100

/ia))

将校
陸軍将官(憲兵隊長) 1 警務総長 1 100.0

憲兵佐官 2 警視 2 100.0

憲兵尉官 8 警視 8 100.0

准士官 憲兵特務曹長 6 警部 6 100.0

下士
憲兵曹長 9 警部 9 100.0

憲兵軍曹 15 警部 15 100.0

憲兵伍長 8 警部 7 87.5

計1491計148198.o

出典:内 閣印刷局編 『職員録 』よ り算出。

注:『 職 員録 』の 「陸軍 一関東憲兵隊」 に記載 され てい る職員 全員 について、 『職 員録』 の 「関東 都督

府 一警務部 、各民政署」 の職 員 と氏名 を照合 して、憲兵 の うち文官警察官 に任 用された者の比率 を割 り

出 した。

日
本
の
版
図

へ
の
編
入
を
予
告

す
る
も
の
で
は
な

い
か
と
受
け

と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
関
東
州

に
お
け

る
憲
兵
警
察
制
度
は
、
本
当
に

朝
鮮
の
そ
れ
と
同

一
の
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
制
度
面
に

限

っ
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

朝
鮮

の
憲
兵
警
察
制
度
の
制

度
的
基
礎
の

一
つ
で
あ
る

「憲

兵

の
文
官
警
察
官

職

へ
の
任

用
」
に

つ
い
て
は
、

お
お
よ
そ

踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
よ

い
。
制
度
の
立
案
過
程
を
示
す

資
料
は
乏
し

い
が
、
少
な
く
と

も
法
令

の
条
文
は
最
小
限
の
字

句
を
入
れ
替
え
て
い
る
の
み
で

あ
り
、
憲
兵
の
文
官
敬言
察
官
職

へ
の
任
用
の
仕
組
み
が
階
級

に

よ

っ
て
異
な
る
点
も
朝
鮮
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
陸
軍
将
官

(11
関
東

憲
兵
隊
長
)
の
場
合
は
、
警
察
機
構
の
最

高
指
揮
官
た
る
関
東
都
督
府
敬言
務
総

長
に
必
ず
任
用
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
彼
ら
よ
り
も
下
級
の

憲
兵
将
校

(憲
兵
尉
官
)
・
准
士
官

・
下
士
の
場
合
は
、
敬言
視

・
警
部

に
任
用

(28

)

さ
れ
る
場
合
も
そ
う
で
な

い
場
合
も
あ

っ
た
。

た
だ
し
、

い
く
つ
か
の
相
違
点
も
指
摘
で
き
る
。
第

一
に
、
関
東
州
の
地
方

警
察
機
関

(民
政
署
警
務
部
)
の
長
は
朝
鮮

の
よ
う
に
憲
兵
の
兼
任
と
な

っ
て

い
な
い

(前
掲
、
図
3
、
参
照
)。
ま
た
、
第
二
に
実
際
の
任
用
比
率
は
階
級
に

か
か
わ
ら
ず
ほ
ぼ

一
〇
〇
%
で
あ
り
朝
鮮

の
場
合
よ
り
高
い

(表
3
)。

さ
ら
に
第
三
点
と
し
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
憲
兵
警
察
制
度
の
も
う

一
つ
の
制

度
的
基
盤
た
る

「憲
兵
の
普
通
敬言
察
業
務

へ
の
従
事
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

規
定
し
た
法
令

(
一
九

一
〇
年
、
勅
令
第
三
四
三
号

「朝
鮮
駐
箚
憲
兵
隊
条
例
」
第

三
条
に
あ
た
る
法
令
)
が
出
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
朝
鮮
と
の
違

い
の
背
景

に
つ
い
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
詳
細
を
明

ら
か
に
し
う
る
資
料
が
見
あ
た
ら
な

い
た
め
、
以
下
に
筆
者
の
推
測
を
提
示
し

て
お
く
に
と
ど
め
た

い
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
租
借
地
に
過
ぎ

ず
植
民
地
朝
鮮
ほ
ど
に
は
他
国
の
干
渉
を
排
除
し
え
な
い
関
東
州
に
お
い
て
、

憲
兵
警
察
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
、

か
つ
て
列
強
の
批
判
を
顧
慮
し
て
廃
止

し
た
軍
政

(
一
九
〇
六
年
民
政
に
移
管
)
に
逆
戻
り
す
る
印
象
を
与
え
か
ね
な

か

っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
に
中
国
側
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
憲
兵
警
察
制

度
導
入
に
対
し
て
関
東
州

「併
合
」

の
前
兆
で
は
な
い
か
と
懸
念
を
抱

い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
朝
鮮

の
場
合
と
は
こ
と
な
り
、
地
方
警
察
機
関
に

ま
で
お
よ
ぶ
憲
兵
の
指
揮
権
の
確
保
や
憲
兵
に
よ
る
普
通
警
察
業
務
執
行
に
ま
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で
は
踏
み
こ
み
が
た
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
上
で
、
さ
ら
に
第

一
の
点
に
つ
い
て
は
関
東
州
の
地
方
制
度
が
朝
鮮

の

よ
う
に
中
央
集
権
型
で
な
か

っ
た
こ
と
が
関
わ

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
旅

順

・
大
連
の
民
政
署

の
権
限
は
朝
鮮

の
道

(日
本
の
府
県
に
あ
た
る
)
よ
り
大

き
く
、
そ
の
警
察
機
関
を
憲
兵
に
統
合
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
か

っ
た
は
ず
で

あ
る
。
ま
た
、
第

二
、
第
三
点
に
関
し
て
は
、
憲
兵
と
文
官
警
察

(都
督
府
敬言

察
)
の
人
員
数
の
比
率
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
関
東
憲
兵
隊
の
人
員
は
都
督
府

警
察
官

の
五
分
の

一
以
下
に
過
ぎ
ず
、
憲
兵
を
普
通
敬言
察
業
務
に
投
入
し
て
も

さ
ほ
ど
大
き
な
人
的
戦
力

に
な
ら
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
「併
合
」

前

に
義
兵
闘
争
鎮
圧
の
た
め
に
大
量
の
憲
兵
を
導
入
し
て
い
た
朝
鮮
の
場
合
は
、

　
　
　

憲
兵
の
人
員
数
は
文
官
敬言
察
官

の
約

一
・
五
倍

に
達
し
て
い
た
。
関
東
州
で
は

朝
鮮
の
よ
う
に
駐
箚
憲
兵
全
員
を
警
察
力

と
し
て
投
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

く
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三

憲
兵
敬言
察
制
度

の

「
遷
移

」

(二
)
1

「満
洲
国
」
に
お
け
る

「在
満
大
使
館
警
務
部
」
設
置
に
よ
る
領
事
館
警
察

・
関
東
庁
警

察
統
合

の
試
み

(
一
九
三
四
年
二
月
～
三
七
年

一
二
月
)

次

に

「憲
兵
警
察
制
度
」
と
呼
ば
れ
る
制
度
が
現
れ
た
の
は
、
か
な
り
後

の

一
九
三
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
や
は
り
在
満
経
営
機
関

の
統

一
と
い
う
文
脈
で
登
場
し
た
と
い
う
点
で
は

一
九

一
七
年

の
関
東
州
の
場

合
と
同
様
だ

っ
た
。

一
九
三

一
年
関
東
軍

の
独
走
か
ら
始
ま

っ
た
満
洲
事
変
の

結
果
、

一
九
三
二
年
日
本
は
傀
儡
国
家
と
し
て
満
洲
国
を
建
国
し
た
が
、
そ
の

際
、
関
東
州
を
含
む
満
洲
の
経
営
機
関
統

一
の
た
め
い
わ
ゆ
る

「三
位

一
体
」

(関
東
軍
司
令
官
に
よ
る
駐
満
特
命
全
権
大
使

・
関
東
長
官
の
兼
任
)
が
実
施

さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
関
東
軍

・
在
満
領
事
館

・
関
東
庁

(関
東
都
督
府
の
後

身
)
の
頂
点
の
み
を
統
合
し
た
措
置
で
あ
り
、
下
部

の
行
政
機
関

の
統

一
、
な

か
ん
ず
く
関
東
憲
兵

・
領
事
館
警
察

・
関
東
庁
警
察
と
い
っ
た
治
安
維
持
機
関

の
統
合
は
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、

一
九
三
二
年

一
〇
月
関
東
憲
兵
隊
司
令
官

に
よ
る
領
事
館
警
察

・
関

東
庁
警
察
に
対
す
る

「区
処
」
(隷
属
関
係
の
な
い
者
に
対
し
特
定
事
項
に
つ
い
て

(30
)

指
示
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
は
特
に
反
満
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
の
掃
討
)
が
定
め
ら
れ

た
。

つ
い
で

一
九
三
四
年
二
月
に
は
在
満
大
使
館
警
務
部
が
発
足
し
、
関
東
憲

兵
隊
司
令
官
を
警
務
部
長
と
し
て
領
事
館
警
察
と
関
東
庁
警
察
の
統
合
が
企
図

さ
れ
た
。
こ
れ
は
関
東
軍
と
外
務
省
が
主
導
し
関
東
庁
を
排
除
す
る
か
た
ち
で

す
す
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
在
満
大
使
館
警
務
部

に
よ
る
敬言

察
機
関

の
統
合
と
い
う
形
態
は
、

一
九
三
七
年

二
月
満
洲
国
治
外
法
権
撤
廃
と

南
満
洲
鉄
道
附
属
地
行
政
権
委
譲

に
と
も
な

い
領
事
館
敬言
察

・
関
東
庁
警
察
が

　れ
　

満
洲
国
警
察

に
委
譲
さ
れ
た
こ
と
で
消
滅
す
る
。

後
に
み
る
よ
う
に
、

こ
の
よ
う
な
在
満
大
使
館
警
務
部
に
よ
る
警
察
機
関

の

統
合
と
い
う
制
度
自
体
が
朝
鮮
に
お
け
る
憲
兵
警
察
制
度
あ
る
い
は
関
東
州
に

お
け
る
そ
れ
と
類
似
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
相
当
留
保
が
必
要
だ
が
、
そ
の
制

度
設
計
の
段
階
で
は
朝
鮮

の
憲
兵
警
察
制
度
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
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い
な
く
、
ま
た
そ
こ
に
は
朝
鮮

で
の
警
察
行
政
経
験
者

の
影
響
が
あ

っ
た
。

そ
の
人
物
と
は
外
務
省
理
事
官
相
場
清

で
あ
る
。
相
場
は
、

一
九
〇
三
年
朝

鮮

に
渡
り
韓
国
政
府
顧
問
敬言
察

の
勤
務
を
経
て
、
韓
国

「併
合
」
後
は
釜
山
警

察
署

・
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
等

で
勤
務
し
た
が
、

一
九
二

一
年
総
督
府
を
退
官

し
外
務
省
に
勤
務
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
相
場
は

「
三
位

一
体
」

の

実
施
以
降
、
在
満
洲
日
本
警
察
機
関
の
統
合
案
を
策
定
す
る
に
あ
た

っ
て
中
心

的
役
割
を
果
た
し
た
。

一
九
三
三
年
六
月

に
つ
く
ら
れ
た

「在
満
大
使
館
警
務

　お
　

機
関
構
成

二
関

ス
ル
件
」
で
は
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

満
洲
国
内
治
安
ノ
維
持

ハ
関
東
軍

ノ
治
安
維
持

二
関

ス
ル
方
針
ヲ
基
調

ト
シ
外
務
省
警
察
及
関
東
庁
警
察

ノ
ニ
機
関
ヲ
統
合
シ

一
体
ト
為
シ
…
…

該
機
関

ノ
首
脳
部

二
関
東
憲
兵

ノ
長

ヲ
以
テ
充
テ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

[。]
該
制
度

ハ
朝
鮮
併
合
ノ
際
朝
鮮
在
勤
憲
兵
ノ
長
タ
ル
将
官
ヲ
朝
鮮
総

督
府
警
察
官
署
ノ
長
タ
ル
警
務
総
長

タ
ラ
シ
メ
又
大
正
六
年
七
月
官
制
ヲ

改
正
シ
関
東
憲
兵
ノ
長
ヲ
関
東
庁
警
務
局
長
タ
ラ
シ
メ
タ
ル
前
例
ア
リ
。

こ
の
よ
う
な
憲
兵

に
よ
る
警
察
…機
関
統
合
案
が

「惟
フ

ニ
今
次
満
洲
ノ
事
態

力
当
時
ノ
朝
鮮
ノ
ソ
レ
ニ
比
シ
敢
テ
勝
ル
ト
モ
劣
ラ
サ
ル
重
大
性
ヲ
有

ス
ル
ニ

鑑
ミ
特

二
・…
:
故
智

二
倣
フ
ノ
要
ア
ル
ヲ
痛
感
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
い
う
理
由

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
繰
り
か
え
し
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
案
で

は
、
「範
ヲ
往
年
朝
鮮
併
合
当
時

二
於
ケ

ル
憲
兵
警
察
合
体
制

二
採
リ
之

二
実

質
的
考
察
ヲ
加

へ
」
た
朝
鮮

の
憲
兵
警
察
制
度
と
同
内
容
の
勅
令
案
も
準
備
し

て
い
た
と
い
う
が
、
実
現
は
し
な
か

っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
関
東
軍

・
外
務
省
の
主
導
で
領
事
館
警
察

・
関
東
庁
警

察
と
い
っ
た
文
官
警
察
を
武
官
た
る
関
東
憲
兵
隊
司
令
官
の
も
と
に
入
れ
よ
う

と
い
う
動
き
を
、
か
つ
て
の
朝
鮮
で
の
憲
兵
敬言
察
制
度
を
引
き
な
が
ら
批
判
し

た
論
者
も

い
た
。

一
九
三
五
年

一
月
、
帝
国
議
会
衆
議
院
本
会
議

に
お
い
て
は
、

明
治
以
来

の

「朝
鮮
通
」
を
自
認

し
て
い
た
山
道
襄

一
議
員

(民
政
党
)
が

「満
洲
ノ
機
構
ヲ
改
革
シ
テ
、
サ
ウ
シ
テ
憲
兵
、
警
察
ノ
統

一
ヲ
図
ル
場
合

ニ

ハ
、
日
本
ノ
今
ノ
法
制
ノ
建
前
カ
ラ
シ
テ
…
…
之
ヲ
憲
兵
ノ
下

二
従

ハ
ス
コ
ト

ハ
、
已
ム
ヲ
得
ナ
イ
」
と
し

つ
つ
も
、
寺
内
初
代
朝
鮮
総
督

の
統
治
後
に

「万

歳
騒
」
(三

・
一
運
動
の
こ
と
)
が
起
こ

っ
た
こ
と
を
あ
げ
、
満
洲
統
治
に
お
け

　
お
　

る
政
治
的
配
慮
の
不
足
を
指
摘
し
て
い
る
。
遠
回
し
で
は
あ
る
が
、
在
満
警
察

制
度
改
革

の
動
き
を
憲
兵
敬言
察
制
度
下
の
朝
鮮

に
な
ぞ
ら
え
て
批
判
し
た
も
の

と
読
め
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
民
政
党
系
の
官
僚
政
治
家
で
元
台
湾
総
督

の
伊

沢
多
喜
男
貴
族
院
議
員
は
、
こ
の
時
期
の
在
満
機
構
改
革
問
題
で
関
東
庁

・
拓

務
省
側

に
立

っ
て
関
与
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
伊
沢
の
個
人
文
書
中
に
は
、

「朝
鮮

二
於
ケ
ル
憲
兵
制
度
ノ
考
察
」
(作
成
者
不
明
)
と
い
う
文
書
が
残

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
「憲
兵
警
察
制
度

ハ
曾
テ
台
湾
朝
鮮
及
関
東
都
督
府

二
於
テ

之
ヲ
実
施
セ
ラ
レ
而
モ
其
悉
ク
大
ナ

ル
失
敗

ヲ
演
出
シ
タ
リ
然

ル
ニ
今
復
之
ヲ

満
洲

二
実
施
セ
ン
ト
ス
」
と
し
て
、
朝
鮮
を
は
じ
め
と
す
る
過
去

の
憲
兵
敬言
察

制
度

の
失
敗
を
と
り
あ
げ
、
満
洲
で
憲
兵
が
主
導
し
て
い
る
警
察
制
度
統
合
の
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図4「 在満大使館警務部」と関東憲兵による領事館警察 ・関東庁警察の区処

領事館警察系統

(北満と南満の一部)*

駐満日本大使館

(駐満特命全権大使)

警 … 閨 東 庁 警 察 系 統 、 ξ 玉警

(関 東 州 と満 鉄 附 属 地)

「 日國 翼翩'一'一 一'一6■'一'一'一'■'■ ロー で贏茴鱒1一 巳「
'「

関 東 軍 司 令 部 関 東 庁 寺

=(関 東 軍 司 令 官)=(関 東 長 官)満 洲 国

在満大使館警務部

(在満大使館警務部長)

L
関東憲兵隊司令部1

　

一(関 東憲兵隊司令官)1
警務部

(警務部長)

1
領事館警察部 憲兵隊

(警察部長)・ 蹕(憲 兵隊長)

ii
領事館・領事館分館警察署 憲兵分隊

(警察署長)

警
察
分
署

挫(憲 兵分隊長)

宀

1寡
讐

警察署
C(関 東庁警察署長)

i

Cn

警察分署

(警察分署長)

宀
警 警
務 務
署 署
支
署

出典:外 務 省亜細亜局第二課 「在満警察機 関統合問題」(!933年6月 。 「在 満帝国警察機関統制関係雑件」

『外務省文書』S677、 国会 図書館憲 政資料室所蔵)所 収の図 をもとに作成。

注1:1934年2月 の在満大使館警務部発足後 、同年12月 のいわ ゆる 「二位 一体」の成立(こ の とき関東局

警務部長 が関東憲兵隊司令官 による兼任 とな る)ま での時点 の組織 を想 定 してい る。

2:実 線(一)は 指揮系統 を、実線 矢印(→)は 区処 を、=は 兼任 を表 し、点線 の囲 みは在満大使館警

務部 の人 員 を表す。

3:領 事館警察の設置地域 としては*の 「北満 と南満の一部」以外 に間島(琿 春 を含 む)も あるが、 間

島地 方では朝鮮憲兵隊か ら派遣 された部 隊が領 事館警察 を区処す る ことにな っていた ので この図からは除
いている。

4:「 南満」で は関東庁警察官が領事館警 察官 を兼任 して いた が、 この図で は省略 した。

5:満 洲国警察の機構 は省略 した。

(34

)

動
き
を
批
判
す
る
も
の
だ

っ
た
。

さ
ら
に
同
年

一
二
月
、
貴
族
院
本
会
議
で
松
井
茂
議
員

は
、
在
満
大
使
館
警
務
部
の
首
脳
者
に
憲
兵
隊
司
令
官
を

あ
て
る
の
は

「實

二
時
代
錯
誤
」
で
あ
り
、
「
私
共
ノ
体

験

二
依
リ

マ
ス
レ
バ
、
朝
鮮

二
於
テ
モ
当
時
少

シ
モ
憲
兵

制
度
ト
為

ス
ノ
必
要

ハ
ナ
カ
ッ
タ
コ
ト
ト
信
ズ

ル
ノ
デ
ア

(
35
)

リ

マ
ス
」
と
手
厳
し
い
評
価
を
下
し
た
。
こ
こ
で

「私
共

ノ
体
験
」
と

い
っ
て
い
る
の
は
、
松
井
が
か

つ
て
韓
国

「併
合
」
直
前

の
時
期
、
韓
国
政
府

の
内
部
警
務
局
長

と

し
て
韓
国
警
察

(文
官
敬言
察
)
を
牛
耳
る
地
位
に
あ

っ
た

が
、

一
九

一
〇
年
六
月
憲
兵
警
察
制
度
の
創
設

に
反
対
し

(
36
)

て
辞
任
し
た
こ
と
を
指
す
。

こ
の
よ
う
に
在
満
敬言
察
機
関
統
合

に
際
し
て
も
、
推
進

者

・
批
判
者

の
双
方
に
こ
れ
を
朝
鮮

の
憲
兵
警
察
制
度
と

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
捉
え
よ
う
と
す
る
見
方
が
あ

っ
た
。
し

か
し
、
現
実

の
制
度
に
朝
鮮
憲
兵
警
察
制
度
と
の
類
似
点

を
見

つ
け
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

ま
ず
、
「憲
兵
の
文
官
警
察
官
職

へ
の
任
用
」
に
つ
い

て
み
る
と
、
た
し
か
に
、

一
九
三
三
年

一
二
月
に
制
定
さ

れ
た
外
務
省
訓
令
第
五
号

「駐
満
日
本
帝
国
大
使
館
警
務

部
規
定
」
に
お
い
て
は
、
関
東
憲
兵
隊
司
令
官
が
敬言
務
部
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長
を
兼
任
し

て
は

い
る

(
一
九
三
四
年

一
二
月
以
降
は
関
東
庁
敬言
務
部
長
も
兼

任
)
。
し
か
し
、
法
令
上
は

「当
分
ノ
内
関
東
憲
兵
隊
司
令
官

二
敬言
務
部
長
ノ

事
務
ヲ
嘱
託
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う
よ
う
に
、
暫
定
的
な

「嘱
託
」
と
い
う

形
式
だ

っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
下
の
階
級

で
は
、
憲
兵
隊
長

・
憲
兵
分
隊
長
は

文
官
警
察
官

へ
の
指
揮
権
を

「区
処
」
権

と
し
て
限
定
的
に
有
す
る
の
み
だ

っ

(37
)た

(図
4
)。
ま
た
、
「憲
兵
の
普
通
警
察
業
務

へ
の
従
事
」
の
規
定
も
設
け
ら

れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

下
士
ク
ラ
ス
の
憲
兵
ま
で
文
官
警
察
官

を
兼
任
し
、
少
な
く
と
も

一
九

=

年
以
降
ほ
ぼ

一
〇
〇
%
の
憲
兵
が
普
通
警
察
業
務
に
従
事
し
た
朝
鮮

の
憲
兵
警

察
制
度

に
比

べ
れ
ば
、
在
満
大
使
館
敬言
察

部
管
下
の
敬言
察
制
度
は
、
憲
兵
の
指

揮
権
掌
握

・
普
通
警
察
業
務

へ
の
関
与

い
ず
れ
の
度
合

い
も
は
る
か
に
低
か
っ

た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
た
だ
し
、
相

場
ら
外
務
省
の
検
討
段
階
で
は

「憲

兵

二
治
外
法
権

二
基
ク
司
法
及
行
政
警
察

権
ヲ
賦
与

ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
シ
」

(
38
)

「憲
兵
ヲ
外
務
省
警
察
官

二
兼
任
」
す
る
案
も
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
原
案
段

階
で
は
、
「憲
兵
の
文
官
警
察
官
職

へ
の
任
用
」、
「普
通
警
察
事
務

へ
の
従
事
」

は
よ
り
徹
底
し
た
か
た
ち
で
構
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
務
省

内
部
に
お
い
て
も
、
「満
洲
国

二
対

シ
悪
感
情
ヲ
与

へ
又
第
三
国

二
対

シ
誤
解

ヲ
生
セ
ム
ル
惧
ア
リ
」
と
の
反
対
論
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
案
は
立
ち
消
え
と

(
39
)

な

っ
た
。
そ
も
そ
も
軍
事
占
領
方
針
を
転

換
し
て
建
前
と
し
て

「独
立
国
家
」

を
標
榜
し
た
満
洲
国
に
お
い
て
、
日
本

の
憲
兵
を
主
体
と
し
た
軍
事
的
色
彩
の

(40
)

強
い
警
察
…機
構
を

つ
く
る
こ
と
は
難
し
か

っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り

に

本
稿

で
は
、
植
民
地
初
期

の
朝
鮮
に
お
い
て
開
発
さ
れ
た

「憲
兵
警
察
制

度
」
を

モ
デ

ル
と
し
て
、
同
様

の
制
度
が
植
民
地
帝
国
日
本

の
な
か
で

「
遷

移
」
し
て
い
く
様
相
を
概
観
し
た
。
本
稿

の
論
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

ま
ず
、
議
論

の
前
提
と
し
て
、
朝
鮮

に
お
け
る

「憲
兵
警
察
制
度
」
(
一
九

一
〇
～

一
九
年
)
を
、
そ
の
依
拠
し
た
法
令

に
立
ち
戻

っ
て
再
検
討
し
た
。
同

制
度
は
、
日
露
戦
後
、
朝
鮮
で
分
立
し
て
い
た
文
官
警
察

(韓
国
警
察
)
と
軍

事
敬言
察

(韓
国
憲
兵
隊
)
を
統
合
し
て
生
み
だ
さ
れ
た
。
文
官
警
察
と
軍
事
敬言

察
を
架
橋
す
る
仕
組

み
と
し
て
用

い
ら
れ
た
の
は
、
「憲
兵
の
文
官
警
察
官
職

へ
の
任
用

(憲
兵
に
文
官
警
察
官
に
対
す
る
指
揮
権
を
付
与
す
る
た
め
の
措
置
)」

と

「憲
兵

の
普
通
警
察
業
務

へ
の
従
事
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ

っ
た
。
す
な
わ

ち
、
憲
兵
が
文
官
警
察
官
を
指
揮
し
、

か
つ
普
通
警
察
業
務

に
参
入
す
る
こ
と

で
憲
兵
の
優
位
を
確
保
し

つ
つ
二
つ
の
警
察
…機
構
を
統
合
し
た
の
だ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
憲
兵
警
察
制
度
を
模
倣
し
た
事
例
と
し
て
は
、
第

一
に
、
関
東

州
に
お
け
る

「憲
兵
警
察
制
度
」
(
一
九

一
七
～

一
九
年
)
が
あ
る
。

こ
の
制
度

は
、
初
代
朝
鮮
総
督
を

つ
と
め
当
時
首
相
と
な

っ
て
い
た
寺
内
正
毅
が
導
入
し

た
。
「満
韓

一
体
化
政
策
」

の

一
環
と
し
て
朝
鮮

・
満
洲

の
警
察
制
度
を
同

一

の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
日
露
戦
後
以
来
の
南
満
洲
に
お
け
る
分

立
し
た
経
営
機
関
の

一
体
化
と
い
う
文
脈
か
ら
も
推
進
さ
れ
た
の
だ

っ
た
。
制
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度
的
に
は
、
関
東
州
の
場
合
、
「憲
兵

の
文
官
警
察
官
職

へ
の
任
用
」

に
つ
い

て
は
朝
鮮
の
制
度
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
が
、
「憲
兵
の
普
通
警
察
業
務

へ
の
従
事
」

は
採
用
さ
れ
な
か

っ
た
。

第

二
の
事
例
は
、
満
洲
国

に
お
け
る

「
在
満
大
使
館
警
務
部
」

に
よ
る
在
満

日
本
警
察
機
関
の
統
合

(
一
九
三
四
～
三
七
年
)
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
実
質

的
推
進
者
は
、
憲
兵
警
察
制
度
施
行
期
の
朝
鮮
で
警
察
官
を
務
め
た
後
、
外
務

省

に
転
官
し
た
相
場
清
だ

っ
た
。
相
場
は
、
関
東
憲
兵
隊

・
在
満
領
事
館
警

察

・
関
東
庁
警
察
の
統
合
に
あ
た
り
、
朝
鮮
憲
兵
警
察
制
度
を

「先
例
」
と
し

て
重
視
し
同
様
の
制
度
の
設
計
を
試
み
た
。
し
か
し
、
日
本
の
軍

・
憲
兵
を
前

面
に
出
し
た
敬言
察
制
度

の
導
入
は
現
実
に
は
困
難
で
あ
り
、
草
案
段
階
で
規
定

さ
れ
て
い
た

「憲
兵

の
文
官
警
察
官
職

へ
の
任
用
」
と

「憲
兵
の
普
通
警
察
業

務

へ
の
従
事
」
は
相
当
弱
め
ら
れ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
在
満
大
使
館
警
務

部
の
長
を
関
東
軍
憲
兵
隊
司
令
官
に
暫
定
的
な

「嘱
託
」
と
し
て
兼
任
さ
せ
、

そ
れ
以
下

の
憲
兵
隊
長

・
分
隊
長
に
つ
い
て
は
文
官
警
察
官

に
対
す
る
限
定
的

な
命
令
権

(区
処
権
)
を
与
え
た
の
み
だ

っ
た
。
後
者

の

「憲
兵
の
普
通
警
察

業
務

へ
の
従
事
」
の
規
定
も
、
実
際

の
制
度
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

以
上

の
よ
う

に
、
「憲
兵
警
察
制
度
」
は
朝
鮮
で
創
出
さ
れ
他

の
植
民
地

に

も
導
入
さ
れ
た
と
は
い
え
、
完
全
に
同
じ
警
察
制
度
と
は

い
い
が
た
い
も
の
だ

っ
た
。
ご
く
単
純
化
す
れ
ば
、
「憲
兵

の
文
官
警
察
官
職

へ
の
任
用
」
に

つ
い

て
は
朝
鮮

・
関
東
州
に
比

べ
満
洲
国
で
は
弱
く
、
「憲
兵
の
普
通
警
察
業
務

へ

の
従
事
」
は
朝
鮮
以
外
の
ケ
ー
ス
で
は
採

用
さ
れ
な
か

っ
た
。
逆

に
い
え
ば
、

朝
鮮
に
お
け
る
憲
兵
敬言
察
制
度
は
憲
兵
の
指
揮
権
と
普
通
警
察
業
務

へ
の
関
与

と
い
う
点
に
限
れ
ば
、
憲
兵
の
優
位
が
も

っ
と
も
明
確
な
制
度
だ

っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
「憲
兵
警
察
制
度
」
は
、
文
官
警
察
と
憲
兵
と

い
う
異
な
る
体
系
の
警
察
組
織
を
統
合
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
活
用
さ
れ
た
が
、

個
々
の
植
民
地
固
有
の
状
況

に
規
定
さ
れ
た
変
容
は
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
帝
国
日
本
の
全
て
の
植
民
地

・
勢
力
圏
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

憲
兵
敬言
察
制
度
の
採
用
自
体
、
例
外
的
だ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
憲

兵
警
察
制
度
の
導
入
の
必
要
性
が
生
ず
る
の
は
、
基
本
的

に
軍
政
機
関
と
文
政

機
関
が
併
存
し
て

い
る
場
合

の
み
で
あ
り
、
完
全

な
軍
政

(領
有
初
期

の
台

湾

・
関
東
州
、
青
島
、
南
洋
群
島
な
ど
)
や
事
実
上

の
民
政

(樺
太
、
文
官
総
督

期
の
台
湾
な
ど
)
の
も
と
で
は
導
入
の
前
提
自
体
が
存
在
し
な

い
。
ま
た
、
軍

政
と
民
政
が
併
存
し
て
い
る
場
合

で
も
、
韓
国

「併
合
」
以
前

に
お
い
て
は
、

憲
兵
警
察
制
度

の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
自
体
が
発
想
と
し
て
存
在
し
な
か

っ
た

(民
政
移
行
初
期
の
台
湾
に
お
け
る
三
段
警
備
法
)。

憲
兵
警
察
制
度
を

「統
治
様
式

(憲
兵
敬言
察
制
度
の
場
合
は

「統
治
技
術
」
程

度
の
タ
ー
ム
を
用
い
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
)
の
遷
移
」
の
典
型
例
と
位
置
づ

け
う
る
こ
と
自
体
は
否
定
し
な

い
。
関
東
州
や
満
洲
国
の
事
例

で
見
た
よ
う
に
、

同
時
代
の
各
地
域
の
憲
兵
警
察
制
度

の
導
入
者
あ
る
い
は
様
々
な
レ
ベ
ル
の
反

対
者
に
お
い
て
は
、
朝
鮮

の
制
度
が

モ
デ
ル
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

一

定

の
共
通
認
識
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
憲
兵
警
察
制
度
は
、
植

民
地
帝
国
日
本

の
な
か
で
は
、
軍
政
機
関
と
文
政
機
関

の
併
存
と
い
う
限
定
条
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件
の
も
と
で
し
か
出
現
し
な
か
っ
た
こ
と
、

な
ら
び
に
、
朝
鮮

・
関
東
州

・
満

洲
国
で
こ
の
制
度
が
採
用
さ
れ
た
と
は
い
え
制
度
的
根
幹
が
相
当
に
異
な
る
も

の
だ

っ
た
こ
と
に
も
目
を
向
け
ね
ば
な
る
ま
い
。
以
上
の
よ
う
な
憲
兵
警
察
制

度
の

「遷
移
」
に

つ
い
て
の
考
察
が
示
唆

し
て
い
る
の
は
、
「統
治
様
式
の
遷

移
」
を
軸

に
長
期
的

ス
パ
ン
で
日
本

「帝

国
」
史
を
描
こ
う
と
す
る
な
ら
ぼ
、

単
に
各
植
民
地
に
お
い
て
共
通
し
て
現
れ
た
特
定
の
制
度

の
表
明
的
類
似
性
を

指
摘
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
そ
の
変
容
の
過

程
に
地
域
的

・
時
期
的
特
徴
を
見

い
だ
し
て
い
く
方
が

「帝
国
」

の
実
態
に
則
し
て
い
る
、
と
い
ヶ
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
場
合
、
「
統
治
様
式

の
遷
移
」
と
い
う
視
角
は
、
日
本

「帝
国
」

の
多

様
性

・
雑

多
性
を

浮

か
び

あ
が

ら

せ

は
す

る
が
、
同
時

に
、
「帝

国

(史
)
」
と
い
う
概
念

へ
の
疑
問
-

日
本

帝
国
が

い
か
な
る
通
時
的

一
貫
性
を

も

っ
て
い
た
の
か
、
と

い
う
問
い
ー

を
研
究
者
に
突
き

つ
け
て
く
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
面
か
ら
は
、
憲
兵
敬言
察
制
度
は
、
む
し
ろ

「統
治
様
式

の
遷
移
」
を
軸

に
日
本

「帝
国
史
」
を
記
述
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
物
語

っ
て

い
る
と
い
う

べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

民
地

統
治
様

式

の
遷

移
」
」

(国

際
日

本
文
化

研
究

セ

ン
タ
ー
主

催

・
シ
ン
ポ
ジ

ウ

ム

「
グ

ロ
ー

バ

ル
化

と
文

明
交

流
」

に
お
け

る
報
告

、

二
〇
〇

五
年

二
月

)
を

原

型

と
し

た
も

の

で
あ

る
。

当

日
、
貴

重

な
助
言

を
く

だ

さ

っ
た
参
会

者

の
皆
様

に

御
礼

申

し
上
げ

ま

す
。

*
凡
例

・
内
o
噌
8

の
呼
称

に

つ
い
て
は
、

日
本

で

の
慣

例

に
従

い

「
朝
鮮

」

の
呼

称

を
用

い
た

。
た

だ
し

、
大
韓

帝

国

の
政
府

を
指

す
と

き

は

「
韓

国
」

の
呼

称
も

用

い

て

い
る
。

ま

た
、

原
資

料

中

の

「満

鮮
」

「
鮮

満

」
な

ど
呼

称

に

つ

い
て

は
歴

史

的

資

料

と

い
う
性

格

を
考

慮

し

そ

の
ま

ま
引

用

し

て

い
る
。

そ

の
他
、

「
満

洲

(国
)
」

な

ど

は
初
出

の

み
括
弧

を

付

し
、

二
度

目

以
降

は
括

弧

を

外

す

こ

と
を

注
記

し

た
。

・
新

聞

の
日

付

に

つ
い

て

は
、

『
国

民
新

聞

』

一
九

一
七
年

七

月

三

一
日

付

↓

『
国

民
新

聞

』

17

・
7

・
31

の
よ
う

に
略
記

し

て

い
る
。

帝

国
議

会

議

事

録

の

日
付

に

つ
い
て
も

同
様

で
あ

る
。

・
引

用
文

中

の
…
…

は
引

用

者

に
よ

る
省

略

を
、

[

凵

は
引

用

者

に
よ

る
注

記

を

そ
れ

ぞ

れ
表

す

。
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〈付
記
〉

本
稿
は
、
松
田
利
彦

コ

九

一
〇
年
代
朝
鮮
に
お
け
る

「憲
兵
警
察

制
度
」
再
考
」
(国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
会

「
日
本
の
朝
鮮

・

台
湾
支
配
と
植
民
地
官
僚
」
(代
表
、
松
田
)
に
お
け
る
報
告
、
二
〇
〇
四
年

一

一
月
)
と
、
同

「戦
前
日
本
植
民
地
に
お
け
る

「憲
兵
敬言
察
制
度
」
に
見
る

「植

注(1
)

橋
谷
弘

「近
代
日
本
は
植
民
地
で
何
を
し
、
何
を
残
し
た
か
」
(佐
々
木

隆
爾
編

『争
点

日
本
の
歴
史
』
第
六
巻
、
新
人
物
往
来
社
、

一
九
九

一
年
)

二
六
三
頁
。

(2
)

橋
谷
弘

「日
本
に
お
け
る
朝
鮮
近
代
史
研
究
の
新
た
な
潮
流
-
最
近
の
日



近代日本植民地における 「憲兵警察制度」に見る 「統治様式の遷移」

本

・
ア
ジ

ア
関

係
史

研
究

の
進
展

と
関

連

し

て
」

(
『東

京
経

大
学

会
誌

』
第

二

〇

五
号

、

一
九

九
七

年

一
二
月

)
、
今

泉

裕

美

子

「
多

様
化

す
る

日
本

植

民

地

研
究

」

(吉
村

武
彦

・
安

田
常

雄
編

『
日
本
史

研
究

最
前

線
』

新

人
物
往

来
社

、

二
〇

〇

〇
年
)
、
駒

込
武

「
「帝

国

史
」

研
究

の
射

程
」

(
『
日
本

史

研
究

』
第

四

五

二
号
、

二
〇

〇

〇
年

四
月

)
な

ど
を
参

照

。

(3
)

山
室

信

一

「植

民
帝

国

・
日

本

の
構

成

と
満

洲
国
-

統

治
様
式

の
遷
移

と

統

治
人

材

の
周

流
」

(
ピ
ー

タ

ー

・
ド

ウ

ス
、

小
林

英

夫
編

『帝

国

と

い
う

幻

想
1

「
大

東
亜

共
栄

圏
」

の
思
想

と
現
実

』
青

木
書

店

、

一
九
九

八
年

)

一
五

五
～

一
五
六
頁

)
。

(4
)

た

と
え
ば

、
山

室
、

前
掲

論

文

に
お

い
て

は
、

満

洲
国

に
お
け

る

「
内

面

指
導

」

が
旧
韓

国

の
保
護

国
期

に
採

用

さ
れ

た

「次

官
政

治
」

の

「
遷
移

」

と

位
置

づ

け

て

い
る
が

、
国

家

を
新

た

に
創

出

し
た
満

洲

国
と
、

長

い
歴
史

を

既

に
も

っ
て

い
た
国
家

を

日
本

が
傀
儡

化

し
よ

う
と

し

て

い
た
韓

国

と
を
同

列

に

論
じ

う

る

の
か
と

い
う
点

で
の
違
和

感

は

ぬ
ぐ
え

な

い
。

(
5
)

飯
嶋

満

「
満
洲

国

に
お

け
る

「
軍
警

統
合

」

の
成
立

と
崩

壊
」

(
『駿

台
史

学
』

第

一
〇

八
号
、

一
九

九
九

年

一
二
月

)
。

(
6
)

朝
鮮

に
駐

屯
し

た
憲

兵
隊

の
呼

称

は
、

以
下

の
よ

う

に
変

遷

し
た

が
、
煩

雑
を

避

け
る
た

め
本
書

で
は
、

そ

の
呼
称

を
韓

国

「
併
合

」

以
前

に

つ

い
て
は

「
韓

国
憲
兵

隊
」
、

「併

合
」

以
後

に

つ
い
て

は

「
朝
鮮

憲

兵
隊

」

(
ま
た

は
両
時

期

と
も

「憲

兵

隊
」
)

と

し
た
。

(
一
八
九
六
年

一
月
～

)
臨

時
憲

兵
隊

↓

(
一
九

〇

三
年

一
二
月

～
)

韓
国

駐

箚
憲

兵
隊

↓

(
一
九
〇

六
年

一
〇

月
～

)
第

一
四
憲
兵

隊
↓

(
一
九
〇

七
年

一
〇

月
～
)

韓

国
駐
箚

憲

兵
隊

↓

(
一
九

一
〇

年
九

月
～

)
朝

鮮
駐

箚
憲

兵
隊

↓

(
一
九

一
八
年

六

月
～

)
朝

鮮
憲

兵
隊

。

(7
)

松
田

「朝
鮮
植
民
地
化
の
過
程
に
お
け
る
警
察
機
構

(
一
九
〇
四
～

一
九

一
〇
年
)」
(『朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
三

一
集
、

一
九
九
三
年

一
〇
月
)。

(8
)

松
田

「日
本
統
治
下
の
朝
鮮
に
お
け
る
憲
兵
警
察
…機
構

(
一
九

一
〇
～

一

九

一
九
年
)
」
(『史
林
』
第
七
八
巻
第
六
号
、

一
九
九
五
年

一
一
月
)、
同

「日

本
統
治
下
の
朝
鮮
に
お
け
る
敬言
察
機
構
の
改
編
-
憲
兵
警
察
制
度
か
ら
普
通
警

察
制
度

へ
の
転
換
を
め
ぐ
っ
て
」
(『史
林
』
第
七
四
巻
第
五
号
、

一
九
九

一
年

九
月
)。

(9
)

田
保
橋
潔

『朝
鮮
統
治
史
論
稿
』
(
一
九
四
四
年
。
復
刻
、
成
進
文
化
社
、

一
九
七
二
年
)
九
二
頁
。

(10
)

永
井
和

『近
代
日
本
の
軍
部
と
政
治
』
(思
文
閣
出
版
、

一
九
九
三
年
)

二
一
三
頁
。

(11
)
叶

6
て
層

『日
帝
下

朝
鮮
人
官
僚

研
究
』
(学
民
社
、

一
九
九
九
年
、
五

八
頁
)。

(12
)

張
信

「警
察
制
度
到

確
立
叫

植
民
地
国
家
権
力
到

日
常
浸
透
」
(延
世

大
学
校
国
学
研
究
院
編

『日
帝
釧

植
民
支
配
斗

日
常
生
活
』
司
牡
、
二
〇
〇

四
年
)
五
六

一
～
五
六
二
頁
。

(13
)

な
お
、
『職
員
録
』
で
は
憲
兵
下
士
よ
り
下
位
階
級
た
る
憲
兵
上
等
兵
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
上
等
兵
を
文
官
敬言
察
職
に
任
用
す
る
法
令
は
存
在
し

な
い
の
で
、
上
記
の
よ
う
な

『職
員
録
』
の
分
析
に
よ

っ
て
文
官
警
察
職
に
任

用
さ
れ
た
憲
兵
は
全
て
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
憲
兵
上
等
兵
を

(文

官
敬言
察
職
の
)
巡
査
に
任
用
し
た
と
し
て
い
る
研
究
も
あ
る
が

(例
え
ば
、
並

木
真
人

「民
族
運
動

・
警
察
」
(
一
)
(「植
民
地
期
朝
鮮
社
会
経
済
の
統
計
的

研
究
」
(
一
)
『東
京
経
大
学
会
誌
』
第

=
二
六
号
、

一
九
八
四
年
六
月
、
所

収
)
七
四
頁
)
、
そ
の
よ
う
な
法
令
は
な
く
誤
り
で
あ
る
。
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(
14
)

以

下
、
対

馬

郁

之

進

「
朝

鮮

に
於

け

る
憲

兵

警
察

統

一
制

度

の
考

察

」

(
一
)

(
『
法
学
論

叢
』

第

四
九
巻

第

四
号
、

一
九

四
三
年

一
〇
月

)

五

一
〇

頁
、

同
論

文

(二
)

(
『法

学
論

叢
』

第

四
九
巻
第

六

号
、

一
九

四

三
年

一
二
月

)
七

二
〇

、
七

二
二
頁
。

(
15
)

厳
密

に
は
、

『朝

鮮
総

督
府

統
計

年
報

』
各

年
版

で
、

「
警

察
署

ノ
職

務

ヲ

扱

フ
憲
兵

分
隊

及
憲

兵
」

ま

た
は

こ
れ

と
類
似

し

た
表
現

が
記

さ

れ

て

い
る

の

は
、

一
九

一
〇

年
版

と

一

一
年

版

の
み

で
あ

る
。

一
九

一
二
年

版
以

降

は
た
だ

「
憲

兵
隊

及
同
職

員

」

と
さ
れ

て

い
る
。

し

か
し
、

『
朝
鮮

総
督

府
統

計
年

報
』

一
九

一
二
年
以

降

の
版

で
も
、

一
九

一
〇

年
版

・
一

一
年

版

の
数
字

は
統

計
的

に
連

続

し

た
も

の
と
し

て
記
載

さ

れ

て

い
る

こ
と

、

お
よ
び

、

「
憲
兵

隊

及
同

職
員

」

と
ほ

と
ん

ど
同

じ
数
字

が
朝

鮮
憲

兵
隊

司
令

部

・
朝
鮮

総
督

府
警

務
総

監
部

編
刊

『敬
言
察
統

計
』

一
九

一
五
～

一
七
年

版

(復
刻

、
景

仁
文

化
社

、

一

九

八
九
年

)

に

「警

察

ノ
職
務

ヲ
扱

フ
憲

兵
職

員
現

在
員

」

と
し

て
あ
げ

ら

れ

て

い
る

こ
と

か
ら
、

『朝

鮮

総
督

府
統

計

年
報

』

の
数

字

が
普

通

警
察

業

務

を

行

っ
て

い
た
憲

兵

の
人
員

数

を
示

し

て

い
る

も

の
と
見

な
し

て
よ

い
と

判
断

し

た
。

(16
)

た

だ
し
、

表

か
ら

こ

の
よ
う

な
結
論

を
導

き

だ
す

た
め

に
は
先

に
考

慮

し

て
お

か
ね

ば

な
ら

な

い
問

題

が
あ

る
。
前

掲

表

1

(「
朝

鮮
憲

兵

隊

職
員

の
文

官

警
察

官

へ
の
任

用
比

率

」
)

と

こ

の
表

2

の
数

値

の
違

い

で
あ

る
。
将

校

・

准

士
官

・
下

士

の
人
数

い
ず

れ

に

つ
い
て
も

、

こ

の
表

2

の
方

が

大

き
な
数
値

に
な

っ
て

い
る

の
は
、

一
部

に
は
曲
ハ拠
資

料

が
異

な

っ
て

い
る

こ
と
が

原
因

と

思

わ

れ
る
が

、
特

に
下

士

の
人
数

に

つ
い
て
は
差

異
が

異
常

に
大

き
く

(
一
九

=

年

に

つ
い
て

い
え
ば

、
表

1
は

四
七

六
名

、
表

2

で
は

八

一
二
名

)
、
資

料

の
性

格
だ

け

で
数
値

の
差

異
を

説
明

す

る

の
は
無

理

が
あ

り

そ
う

で
あ

る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
合
理
的
な
説
明
は
筆
者
自
身
ま
だ
見
い
だ
せ
な
い
。
ま
た
、

将
校

・
准
士
官
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
任
用
さ
れ
た
警
察
官
職
の
う
ち

「警
務
官
」
の
よ
う
な
職
は
、
純
粋
な
事
務
官
で
あ
り
行
政
警
察
事
務
に
関
す

る
執
行
権
を
も
た
な
か
っ
た
の
で

「普
通
警
察
業
務
を
行
う
警
察
官
」
に
は
統

計
上
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
以
上
の
よ
う
な
統
計
の

数
字
を
そ
の
ま
ま
比
較
対
照
し
て
使
う
の
は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
れ
に
代
わ
る
統
計
が
な
い
以
上
、

一
応
連
続
的
な
傾
向
を
把
握
す
る
材
料
と

考
え
て
お
き
た
い
。

(17
)

こ
の
点
の
詳
細
は
、
松
田

「解
説

朝
鮮
憲
兵
隊
小
史
」
(『朝
鮮
憲
兵
隊

歴
史
』
第

一
巻
、
不
二
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
)
七
～
八
頁
に
譲
る
。

(18
)

以
上
、
松
田
、
前
掲

「
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
に
お
け
る
憲
兵
警
察
…機
構
」

四
五
～
四
九
頁
。

(19
)

寺
内
側
近
や
長
州
閥
系
陸
軍
関
係
者
に
よ
る
満
韓

一
体
化
構
想
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
北
岡
伸

一
『日
本
陸
軍
と
大
陸
政
策
』
(東
京
大
学
出
版
会
、

一

九
七
八
年
)
二
六
四
～
二
六
五
頁
、
松
田

「日
本
陸
軍
q

中
国
大
陸
侵
略
政

策
斗

朝
鮮
-

一
九

一
〇
1

一
九

一
五
年
」
刈
O冒
大
学
校
韓
国
文
化
研
究
所
編

『韓
国
近
代
社
会
斗

文
化
n
I

一
九

一
〇
年
代

植
民
統
治
政
策
斗

韓
国
社
会

到

変
化
』
刈
苦
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
)

一
一
二
～

一
一
四
頁
、
参

照
。

(20
)

寺
内

「
[満
洲
経
営

二
関
ス
ル
寺
内
正
毅
覚
書
]
」
(
一
九

一
四
年
頃
か
。

山
本
四
郎
編
、
『寺
内
正
毅
関
係
文
書
-
首
相
以
前
』
京
都
女
子
大
学
、

一
九

八
四
年
、
六
〇
三
頁
)。

(21
)

『国
民
新
聞
』
17
・
7
・
31
。

(22
)

荻
野
富
士
夫

『外
務
省
警
察
史
-
在
留
民
保
護
取
締
と
特
高
警
察
機
能
』
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(校
倉
童
旦
房
、
二
〇
〇
五
年
)

一
六
二
～

一
六
七
、

一
八
三
～

一
九

一
頁
。

(23
)

北
岡
、
前
掲
書
、
二
六
四
頁
。

(24
)

『国
民
新
聞
』
17
・
7
・
31
、
寺
内
、
前
掲
談
話
。
ま
た
、
寺
内

の
側

近

・
児
玉
秀
雄
内
閣
書
記
官
長

(前
朝
鮮
総
督
府
総
務
局
長
。
寺
内
の
女
婿
)

も
警
察
制
度
改
革
が
満
洲
の
行
政
機
関
分
立
解
消
に
と
も
な
う
措
置
だ

っ
た
と

述
べ
て
い
る

(『毎
日
申
報
』
17
・
8

・
3
)
。

(25
)

『外
務
省
警
察
史
』
第
七
巻

(原
本
の
刊
行
年
は

一
九
三
八
年
頃
。
復
刻
、

不
二
出
版
、

一
九
九
八
年
)
二
二
五
頁
。

(26
)

奉
天
特
派
員
函

一
件

「日
本
政
府
改
正
関
東
都
督
府
官
制
事
」
(
一
九

一

七
年
七
月
。
「遠
東
問
題
六
年
汾
」
『中
華
民
国
外
交
档
案
』
〇
三
-
三
三
-
○

〇
七
ー
〇
六
、
台
湾
中
央
研
究
院
所
蔵
電
子
情
報
版
)。

(27
)

赤
塚
正
助
奉
天
総
領
事
宛
竹
内
広
彰
新
民
府
分
館
主
任
報
告

「憲
兵
敬言
察

制
度
施
行
二
関
シ
報
告
ノ
件
」
(
一
九

一
七
年
八
月
。
「南
満
洲
行
政
統

一
問
題

一
件
」
『外
務
省
記
録
』

一
ー
五
-
三
-
二
〇
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
)
。

(28
)

勅
令
第
八
二
号

「関
東
都
督
府
官
制
中
改
正
」
(
一
九

一
七
年
七
月
)第
二

二
条
の
二

「警
務
総
長

ハ
南
満
洲
駐
箚
憲
兵
ノ
長
タ
ル
陸
軍
将
校
ヲ
以
テ
之

二

充
ツ

[下
略
]」。

勅
令
第
八
七
号

「関
東
都
督
府
散言
務
総
長
、
警
視
及
警
部
ノ
任
用
及
官
等

等
級
二
関
ス
ル
件
」
(
一
九

一
七
年
七
月
)
「南
満
洲
二
在
勤
ス
ル
憲
兵
ノ
長
タ

ル
陸
軍
将
校
、
憲
兵
将
校

ハ
関
東
都
督
府
警
務
総
長
又
ハ
警
視
二
、
憲
兵
准
士

官
下
士

ハ
関
東
都
督
府
警
部
二
特
二
之
ヲ
任
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

[下
略
]」。

(29
)

一
九

一
七
年
末
現
在
で
比
較
す
る
と
、
朝
鮮
の
場
合
は
朝
鮮
憲
兵
隊
員
は

八

一
六
七
名

(内
八
〇
四

一
名
が
普
通
敬言
察
業
務
に
従
事
)、
文
官
警
察
官
は

五
四
三
五
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
関
東
憲
兵
隊
職
員
数
は
二
五
六
名
、
都

督
府
警
察
官
数
は
一
四
二
六
名
だ

っ
た
。

(30
)

関
東
憲
兵
隊
司
令
部

「在
満
警
務
機
関
ノ
業
務
統
制
二
関
ス
ル
規
程
」

(
一
九
三
二
年

一
〇
月
)
は
、
「治
安
警
察
業
務
二
関
シ
憲
兵
隊
長

ハ
其
管
内
ノ

領
事
館
警
察
部
長
、
関
東
庁
警
察
署
長
ヲ
同
分
隊
長
ハ
領
事
館
又
ハ
関
東
庁
警

察
署
長
分
署
長
ヲ
区
処
ス
」
と
し
、
そ
の
区
処
す
べ
き
治
安
警
察
業
務
と
は

「匪
賊
討
伐
、
防
備
、
招
撫
、
政
治
工
作
二
随
伴
ス
ル
警
察
作
用
、
抗
日
反
満

的
陰
謀
及
諜
報
ノ
防
衛
」
等
と
し
て
い
る

(「在
満
帝
国
警
察
機
関
統
制
関
係

雑
件
」
『外
務
省
文
書
』
S
六
七
七
、
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
、
所

収
)。

(31
)

以
上
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
田
中
隆

一

「「満
洲
国
」
初
期
の
領
事
館
警

察
と
治
外
法
権
撤
廃
」
(『日
本
植
民
地
研
究
』
第

一
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
七

月
)、
荻
野
、
前
掲
書
、
三

一
八
～
三
三
五
頁
。

(32
)

田
尻
課
長
宛
末
松
理
事
官

「在
満
大
使
館
警
務
機
関
構
成

二
関
ス
ル
件
」

(
一
九
三
三
年
六
月
。
前
掲

「在
満
帝
国
警
察
機
関
統
制
関
係
雑
件
」)。

(33
)

第
六
七
回
議
会

・
衆
議
院

・
本
会
議
、
35
・
1

・
26
。

(34
)

「朝
鮮

二
於
ケ
ル
憲
兵
制
度
ノ
考
察
」
(
一
九
三
四
年
頃
か
。
『伊
沢
多
喜

男
関
係
文
書
』
五

一
五
、
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
)
五
四
丁
。
文
中
、

「台
湾
」
で
の
憲
兵
警
察
制
度
と
述
べ
て
い
る
の
は
台
湾
に
お
け
る
三
段
敬言
備

制

(
一
八
九
七
～
九
八
年
)
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
原
資
料
中
に
は
特
に
説

明
が
な
い
。
な
お
、
伊
沢
の
在
満
…機
構
改
革
問
題
に
対
す
る
関
与
と
こ
の
文
書

に
つ
い
て
は
、
加
藤
聖
文

「植
民
地
統
治
に
お
け
る
官
僚
人
事
i
伊
沢
多
喜
男

と
植
民
地
」
(大
西
比
呂
志
編

『伊
沢
多
喜
男
と
近
代
日
本
』
芙
蓉
童
旦
房
出
版
、

二
〇
〇
三
年
)

一
二
六
～

一
二
九
頁
、
及
び
、
同
論
文
、

一
三
八
頁
、
注
(42
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。
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(35
)

第
六
八
回
議
会

・
貴
族
院

・
本
会
議
、
35
・
12
・
2
。

(36
)

松
田

「韓
国
併
合
前
夜
の
エ
ジ
プ
ト
警
察
制
度
調
査
ー
韓
国
内
部
警
務
局

長
松
井
茂
の
構
想
に
関
連
し
て
」
(『史
林
』
第
八
三
巻
第

一
号
、
二
〇
〇
〇
年

一
月
)
参
照
。

(37
)

外
務
省
訓
令
第
五
号

「駐
満
日
本
帝
国
大
使
館
警
務
部
規
定
」
(前
掲

『外
務
省
警
察
史
』
復
刻
版
、
第
八
巻
、
三
九
四
～
三
九
五
頁
)。
な
お
、
翌

一

九
三
四
年
二
月
の
改
正
に
よ
り
、
在
満
大
使
館
警
務
部
の
敬言
務
部
長
の
他
、
第

一
課
長
兼
第
二
課
員
お
よ
び
監
察
官
を

「憲
兵
佐
官
又
ハ
尉
官
」
が
や
は
り
外

務
省

「嘱
託
」
と
し
て
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た

(同
前
、
第
九
巻
、
五

～
七
頁
)。

(38
)

外
務
省
亜
細
亜
局
第
二
課

「在
満
警
察
機
関
統
合
問
題
」
(
一
九
三
三
年

六
月
。
前
掲

「在
満
帝
国
警
察
機
関
統
制
関
係
雑
件
」
所
収
)。

(39
)

外
務
省
亜
細
亜
局
第
二
課

「所
謂

「憲
兵

一
本
制
度
」
二
付
テ
」
(
一
九

三
三
年
六
月
。
前
掲

「在
満
帝
国
警
察
機
関
統
制
関
係
雑
件
」
所
収
)。

(40
)

な
お
、
以
上
、
本
稿
第
二
、
三
章

に
見
た
事
例
以
外
に
、
序
章
で
と
り
あ

げ
た
よ
う
に
、
飯
嶋
、
前
掲
論
文
は
、
満
洲
国
に
お
い
て
満
洲
国
軍
政
部
と
民

生
部
を
統
合
し
て
治
安
部
を
設
置
し
た

「軍
警
統
合
制
度
」
(
一
九
三
七
年
七

月
～
四
三
年
四
月
)
と
朝
鮮
に
お
け
る
憲
兵
警
察
制
度
と
の
間
に
類
似
性
を
見

い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
と
、
少
な
く

と
も
本
稿
の
枠
組
み
か
ら
は
、
「軍
警
統
合
制
度
」
と
憲
兵
警
察
制
度
は
性
格

的
に
異
な
る
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「軍

警
統
合
制
度
」
の
場
合
は
軍
政
組
織
と
文
政
組
織
が

(治
安
部
と
い
う
組
織
に

よ
っ
て
)
コ

体
化
」
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
三
つ
の
事
例
は
い

ず
れ
も
軍
政
組
織
と
文
政
組
織
が

「併
存
」
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
制
度
的

前
提
と
な

っ
て
い
る
。
併
存
す
る
両
組
織
に
お
け
る
警
察
機
構
の
制
度
的
橋
渡

し
を
す
る
仕
組
み
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
憲
兵
警
察
制
度
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「軍
警
統
合
制
度
」
の
創
設
に
際
し
て
、
朝
鮮
憲
兵
警
察
制
度
を
参
酌

し
た
と
い
う
資
料
も
今
の
と
こ
ろ
管
見
の
限
り
で
は
見
い
だ
せ
な
い
。
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